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人
の
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

一
二
一

一
　
課
題
の
所
在

　

論
文
題
目
の
原
文
、「
人
之
所
以
爲
學
、
心
與
理
而
已
矣
」
は
、
朱
熹
思
想
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
槪
說
し
た
書
物
『
大
學
或
問
』（
以
下
、『
或
問
』）
の
言
葉
で
あ

る
。『
大
學
』
本
文
（『
章
句
』
本
）
傳
五
章
の
、
大
學
八
條
目
の
初
め
に
あ
た
る

「
格
物
」「
致
知
」
に
「
傳
」
が
缺
け
て
い
る
と
し
、
朱
熹
は
そ
の
內
容
を
補
っ

た
（
格
物
補
傳
）。
そ
れ
に
關
す
る
『
或
問
』
の
解
說
を
終
え
た
後
、
朱
熹
の
格
物

說
が
「
外
」
の
追
究
で
あ
り
、
學
び
は
「
內
」
の
追
究
が
大
事
と
の
論
難
を
朱
熹

は
豫
測
す
る
。
そ
の
箇
所
に
對
す
る
反
論
の
說
き
出
し
の
語
が
、
こ
の
言
葉
で
あ

る
。
先
行
の
優
れ
た
硏
究
に
よ
り
、『
或
問
』
格
物
說
に
つ
い
て
、
近
年
い
く
つ

か
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
朱
熹
が
そ
の
格
物
說
で
歬
提
と
す
る

「
理
」
の
特
性
と
い
う
視
點
か
ら
、
そ
れ
ら
の
論
點
の
大
綱
的
整
理
を
お
こ
な
い
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
或
問
』
格
物
說
に
お
け
る
理
の
探
究
の
諸
相
と
格
物
說
末
尾

の
こ
の
補
足
の
趣
意
の
理
解
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
問
題
指
摘
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
直
接
の
「
心
與
理
而
已
矣
」

の
語
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
語
だ
け
だ
と
學
び
は
心
（
內
）
と
理
（
外
）
と

の
對
稱
的
探
究
と
み
え
る
。
し
か
し
そ
の
あ
と
の
論
述
に
、

①　

心
は
一
身
を
主

つ
か
さ
ど

る
と
雖
も
、
其
の
體
の
虛
靈
な
る
、
以
て
天
下
の
理
を

管
す
る
に
足
る
。
理
は
萬
物
に
散
在
す
と
雖
も
、
其
の
〔
理
の
〕
用
の
微か

す

か

で
妙み

よ
う

な
る
、
實
に
一
人
の
心
よ
り
外そ

と

な
ら
ず
。
初
め
よ
り
內
外
精
粗
を
以

て
し
て
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。（
心
雖
主
乎
一
身
、
而
其
體
之
虛
靈
、
足
以
管

乎
天
下
之
理
。
理
雖
散
在
萬
物
、
而
其
用
之
微
妙
、
實
不
外
乎
一
人
之
心
。
初
不
可

以
內
外
精
粗
而
論
也
。）（
以
下
、字
下
げ
引
用
（
及
び
一
部
の
字
下
げ
で
な
い
引
用
）

に
通
し
番
號
を
付
け
る
。
文
言
文
は
訓
讀
文
で
、『
朱
子
語
類
』
の
文
は
現
代
日
本
語

文
で
譯
文
を
示
す
。）（

１
）

と
あ
る
「
實
不
外
乎
一
人
之
心
。」
句
か
ら
す
る
と
、「
理
」
は
「
心
」
に
回
收
さ

れ
、
非
對
稱
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

２
）。

と
す
る
と
、「
理
」
は
外
か
、「
內

外
」
が
論
じ
ら
れ
な
い
の
は
何
故
か
の
說
朙
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
現
『
或
問
』
は
そ
の
「
理
」
の
探
究
に
つ
い
て
、『
大
學
章
句
』
格
物

補
傳
に
對
應
す
る
箇
所
で
、
格
物
の
場
と
機
會
を
、「
事
爲
の
著
・
念
慮
の
微
・

文
字
の
中
・
講
論
の
際
」
と
、
ま
た
探
究
す
べ
き
事
柄
や
內
容
を
、「
身
心
性
情

の
德
、
人
倫
日
用
の
常
、
天
地
鬼
神
の
變
、
鳥
獸
草
木
の
宜
」
と
擧
げ
た
上
で
、

②　

…
、其
の
（
各
々
の
場
や
機
會
、事
柄
や
內
容
の
）
一
物
の
中な

か

よ
り
（
＝
各
課
題
、

事
柄
、
現
象
に
密
着
せ
よ
の
意
）、
以
て
其
の
當
に
然
る
べ
き
所
に
し
て
已
む

人
の
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

　
　

―
朱
熹
『
大
學
或
問
』
に
お
け
る
「
理
」
の
探
究

―

�
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
二
二

關
係
を
考
え
る
。
以
上
の
「
理
」
說
を
踏
ま
え
、「
心
與
理
而
已
矣
」
と
說
く
記

述
の
趣
意
を
最
後
に
確
認
し
た
い
。
な
お
、
朱
熹
の
「
理
」
說
と
い
う
と
論
述
が

と
り
と
め
な
く
擴
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
引
用
は
右
の
構
成
に
沿
っ
て
極
力
絞
る
。

一
々
斷
ら
な
い
が
、
先
行
說
が
使
用
す
る
㊮
料
と
重
な
る
も
の
が
多
く
あ
る
一
方
、

紙
幅
上
觸
れ
ら
れ
な
い
㊮
料
も
多
い（

５
）。

讀
者
と
論
者
の
ご
寬
恕
を
願
う
。

二
　
現
行
『
大
學
或
問
』
と
「
舊
『
或
問
』」

　

本
稿
の
歬
提
と
な
る
『
大
學
或
問
』
の
お
よ
そ
が
成
っ
た
の
は
、
從
來
は
淳
煕

四
年
（
一
一
七
七
）
朱
熹
四
十
八
歲
の
と
き
と
み
ら
れ
て
い
た
（
諸
㊮
料
は
束
景
南

書
五
八
五
頁
以
下
、
參
照
）。
し
か
し
歬
節
で
ふ
れ
た
「
經
筵
講
義
」（
紹
煕
五
（
一

一
九
四
）
年
一
〇
、
閏
一
〇
⺼
。
大
學
「
經
」「
傳
」
本
文
と
そ
れ
に
對
應
す
る
『
章
句
』

を
割
っ
て
提
示
し
、
さ
ら
に
「
臣
謹
按
」
と
し
て
「
或
問
」
の
對
應
す
る
論
を
記
述
。
た

だ
し
「
傳
六
章
」
ま
で
）
と
現
行
『
或
問
』
と
を
比
較
す
る
と
、
現
行
『
或
問
』
の

直
接
の
形
成
は
「
經
筵
講
義
」
よ
り
後
と
の
見
方
が
近
年
、
出
さ
れ
て
い
る（

６
）。

本

稿
筆
者
も
こ
れ
に
贊
同
す
る
。
た
だ
し
突
如
出
現
し
た
と
は
み
な
い
。
そ
の
立
場

か
ら
、
以
下
、『
語
類
』
や
『
文
集
』
に
見
え
る
特
に
「
所
以
然
」
の
理
に
關
し

て
、『
或
問
』
が
「
經
筵
講
義
」
歬
後
で
搖
れ
動
い
た
樣
態
の
槪
要
を
述
べ
る
。

　

格
物
說
に
關
す
る
「
經
筵
講
義
」
の
「
臣
謹
按
」
を
現
『
或
問
』
と
比
べ
る
と
、

構
成
と
文
面
は
か
な
り
一
致
す
る
が
、
微
妙
に
異
な
る
箇
所
も
多
い
。
朙
確
な
相

違
は
、
右
に
觸
れ
た
よ
う
に
、
經
と
傳
五
章
の
記
述
に
關
し
現
『
或
問
』
に
み
え

る
「
所
以
然
」
を
言
わ
な
い
こ
と
で
あ
る（

７
）。

兩
者
の
重
な
り
か
ら
す
る
と
、「
講

義
」
の
時
に
存
し
て
い
た
「
或
問
」
を
「
講
義
」
が
基
礎
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
を
「
舊
『
或
問
』」
と
假
に
呼
ぶ
。「
所
以
然
」
の
記
述
が
「
講
義
」
に
無
い

こ
と
か
ら
、
こ
の
舊
『
或
問
』
に
も
無
い
可
能
性
が
高
い
。

　

一
方
、「
經
筵
講
義
」
以
後
に
記
錄
さ
れ
た
と
判
定
で
き
る
『
語
類
』
條
の
問

べ
か
ら
ざ
る
と
、
其
の
然
る
所
以
に
し
て
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
と
を
見
る
こ

と
㊒
ら
ざ
る
莫
く
、
必
ら
ず
其
の
表
裏
精
粗
の
盡
く
さ
ざ
る
所
無
く
、
而
し

て
又
た
益
ま
す
其
の
類
を
推
し
て
以
て
之
を
通
ぜ
し
め
（
聖
人
が
～
さ
せ
る
の

意
）、
一
日
脫
然
と
し
て
貫
通
す
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
…
（
以
下
、「
吾
」
に
開

け
る
光
景
の
記
述
―
略
）。（
…
、
自
其
一
物
之
中
、
莫
不
㊒
以
見
其
所
當
然
而
不
容

已
、與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
、必
其
表
裏
精
粗
無
所
不
盡
、而
又
益
推
其
類
以
通
之
、

至
於
一
日
脫
然
而
貫
通
焉
、
則
…
。）

と
、「
理
」
を
「
所
當
然
」「
所
以
然
」
の
二
層
に
分
け
て
つ
か
む
こ
と
を
說
く
。

と
こ
ろ
が
新
帝
（
寧
宗
）
に
「
大
學
」
を
進
講
す
る
「
經
筵
講
義
」（『
朱
文
公
文

集
』（
以
下
、『
文
集
』）
卷
一
五
。
朱
熹
六
十
五
歲
）
は
、
お
お
む
ね
こ
れ
ら
と
同
じ

記
述
を
す
る
が
、「
所
當
然
」
の
理
は
言
う
が
「
所
以
然
」
を
言
わ
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
も
と
「
所
以
然
」
を
說
い
て
い
た
朱
熹
が
、
こ
の
時
點
で
思
考
を
轉

換
さ
せ
た
と
み
る
見
方
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
は
、
現
『
或
問
』
の
テ
キ

ス
ト
形
成
と
い
う
こ
と
に
も
問
題
が
及
ぶ（

３
）。

　

さ
ら
に
、
右
②
の
文
章
の
二
層
の
理
の
論
の
直
後
に
「
表
裏
精
粗
」
と
言
う
が
、

「
所
當
然
」「
所
以
然
」
の
理
と
こ
の
「
表
裏
精
粗
」
の
內
容
と
の
關
係
に
關
し
、

理
解
の
視
點
を
異
に
す
る
複
數
の
見
解
が
提
起
さ
れ
て
い
る（

４
）。

　

た
だ
論
者
ご
と
に
視
點
と
課
題
が
異
な
り
、
こ
と
に
、
依
據
す
る
『
或
問
』
の

文
字
列
狀
態
と
そ
の
通
行
樣
態
の
理
解
が
搖
れ
る
の
は
問
題
で
あ
り
、
格
物
說

の
「
理
」
の
探
究
論
や
「
心
與
理
而
已
矣
」
の
眞
意
の
理
解
も
ぐ
ら
つ
か
ざ
る
を

得
な
い
。
本
稿
は
近
年
の
こ
う
し
た
提
起
に
鑑
み
、
ま
ず
「
經
筵
講
義
」
歬
後
に

お
け
る
現
『
或
問
』
の
記
述
の
搖
れ
を
、「
所
以
然
」
の
理
に
關
す
る
朱
熹
と
朱

門
の
言
及
か
ら
追
跡
し
、
現
『
或
問
』
の
位
置
を
は
か
る
。
次
い
で
、『
或
問
』

格
物
說
で
朱
熹
が
そ
も
そ
も
歬
提
と
す
る
「
理
」
の
特
性
を
檢
討
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
理
の
特
性
と
、「
理
」
を
「
所
當
然
・
所
以
然
」
と
捉
え
る
こ
と
と
の



人
の
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

一
二
三

　

Ⅱ
の
時
朞
以
降
、
Ⅰ
朞
の
古
『
或
問
』
と
Ⅱ
朞
の
舊
『
或
問
』
が
竝
行
し
て
朱

門
に
流
通
し
て
い
た
か
と
筆
者
は
元
は
考
え
て
い
た
。
し
か
し
現
『
或
問
』
の
文

字
列
が
「
經
筵
講
義
」
よ
り
後
と
す
る
と
、「
所
以
然
」
論
の
㊒
無
の
限
り
で
は
、

說
の
改
訂
ご
と
に
舊
說
が
淘
汰
さ
れ
Ⅰ
～
Ⅳ
の
よ
う
に
動
い
た
と
み
る
ほ
う
が
合

理
的
で
あ
る（

（1
（

。
Ⅱ
、
Ⅲ
朞
に
つ
い
て
は
朱
熹
が
「
所
當
然
」
の
理
の
探
究
重
視
に

傾
く
わ
け
を
問
う
必
要
が
あ
り
、
Ⅳ
朞
に
つ
い
て
は
、「
所
以
然
」
の
理
の
探
究

を
や
は
り
必
要
と
す
る
理
由
が
求
め
ら
れ
よ
う（

（1
（

。

三
　
格
物

が
前
提
と
す
る
「
一
原
」
の
理

三
―
１　
「
格
物
」
と
い
う
課
題
と
「
所
當
然
」「
所
以
然
」
の
理

　
「
格
物
」
が
必
要
と
な
る
の
は
な
ぜ
か
。
現
『
或
問
』
で
格
物
を
解
說
す
る
朱

熹
の
言
葉
に
據
る
と（

（1
（

、
天
地
の
め
ぐ
り
の
働
き
に
よ
り
生
み
な
さ
れ
て
「
理
」
を

具
え
る
人
・
動
植
物
・
金
石
等
の
各
々
の
モ
ノ
（
存
在
者
の
物
的
側
面
）
は
、
具
わ

る
理
の
多
樣
な
發
現
に
よ
り
、
他
の
モ
ノ
と
働
き
か
け
あ
う
（
＝
事
）。「
物
猶
事

也
」（『
章
句
』）
と
解
說
さ
れ
る
〈
事コ

ト

〉
と
し
て
の
「
物ぶ

つ

」
が
、
事
の
項
と
し
て

の
「
物モ

ノ

」
と
相
關
的
に
立
ち
現
れ
る（

（1
（

。
人
（
ヒ
ト
）
も
理
を
み
な
具
㊒
し
、
本
來

は
あ
ら
ゆ
る
社
會
課
題
、
狀
況
に
對
應
可
能
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
稟
受
す
る

氣
質
の
樣
態
に
妨
げ
ら
れ
、
そ
の
理
の
働
き
を
發
現
で
き
ず
、
人
と
し
て
の
力
を

發
揮
で
き
な
い
こ
と
が
起
こ
る（

（1
（

。「
聖
人
」
は
こ
れ
を
憂
慮
し
、
日
常
生
活
で
理

の
發
現
を
訓
練
す
る
若
年
層
の
「
小
學
」
に
續
き
、
成
人
段
階
の
「
大
學
」
の
學

び
と
し
て
、
各
人
に
理
が
具
わ
り
、「
物

｣

（
働
き
と
し
て
の
人
）
と
「
物
」
と

が
働
き
か
け
合
い
そ
の
理
の
發
揮
を
實
現
す
る
學
び
の
構
圖
を
示
し
た
。
そ
こ
に

お
い
て
、
人
に
具
わ
る
理
の
發
現
と
い
う
視
點
か
ら
、
關
わ
る
そ
の
「
物コ

ト

」
を
そ

う
す
べ
き
よ
う
に
す
る
「
所
當
然
」
の
理
と
、
そ
の
「
所
當
然
」
が
そ
う
な
る
理

由
・
根
據
と
し
て
の
「
所
以
然
」
の
理
と
の
相
關
す
る
二
層
に
理
を
み
な
す
こ
と

答
の
中
に
、「『
或
問
』」
か
ら
の
引
用
と
し
て
質
問
者
が
「
所
以
然
」
の
理
を
問

う
も
の
が
何
條
か
あ
る
。
文
字
列
が
現
『
或
問
』
と
一
致
す
る
引
用
も
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
格
物
說
箇
所
の
現
『
或
問
』
は
、「
經
筵
講
義
」
よ
り
も

後
に
現
行
の
文
字
列
に
固
ま
っ
た
可
能
性
が
か
な
り
高
い（

８
）。

　
「
經
筵
講
義
」
以
歬
に
つ
い
て
は
、
紹
煕
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
知
漳
州
と
な
っ

た
朱
熹
は
、
そ
の
年
の
末
に
『
四
書
』
を
刊
行
し
た
（『
文
集
』
卷
八
二
「
書
臨
漳

所
刊
四
子
後
」）。『
大
學
章
句
』
等
諸
書
も
印
刷
し
た
よ
う
で
（
束
景
南
書
一
〇
一
〇

頁
）、
對
應
す
る
『
或
問
』
も
修
訂
し
た
ら
し
い（

９
）。

こ
の
と
き
の
或
問
が
、
想
定

の
舊
『
或
問
』
に
あ
た
ろ
う
。『
文
集
』
書

や
『
語
類
』
に
お
け
る
言
及
か
ら

し
て
、
こ
の
或
問
に
は
「
所
以
然
」
が
書
か
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い（

（1
（

。
と
と

も
に
、
そ
の
「
所
以
然
」
言
及
書

は
そ
れ
以
歬
は
㊒0

っ
た

0

0

と
も
そ
の
時
點
で
㊒0

る0

と
も
兩
樣
に
解
釋
可
能
な
言
い
方
を
し
て
い
る
が
、
と
す
る
と
舊
『
或
問
』
以

歬
の
或
問
に
あ
た
る
も
の
に
は
「
所
以
然
」
が
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
或
問
を
假
に
「
古
『
或
問
』」
と
す
る（

（1
（

。
こ
の
紹
煕
元
年
の
歬
年
の
淳
煕
一

六
年
（
一
一
八
九
）
二
⺼
に
朱
熹
は
「
大
學
章
句
序
」
を
書
く
（
束
景
南
書
九
五
五

頁
）。
こ
の
年
に
「
或
問
」
書
が
存
し
た
こ
と
を
語
る
言
葉
が
あ
り（

（1
（

、「
或
問
」
に

關
す
る
そ
の
言
及
は
こ
の
時
點
の
『
或
問
』
に
對
應
す
る
。
た
だ
し
「
或
問
」
書

と
「
所
以
然
」
の
理
の
記
述
の
痕
跡
は
さ
ら
に
遡
る
㊮
料
に
若
干
見
え
る
も
の
の
、

こ
の
古
『
或
問
』
が
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
か
は
不
詳
で
あ
る（

（1
（

。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
所
以
然
」
の
理
に
關
す
る
『
或
問
』
の
記
述
の
樣
態

は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
（
朱
熹
か
ら
す
れ
ば
す
べ
て
未
定
稿
）。

Ⅰ
古
『
或
問
』
朞　

？
～
淳
煕
一
六
年
～
紹
煕
元
年
末　

「
所
以
然
」
あ
る
か

Ⅱ
舊
『
或
問
』
朞　

紹
煕
元
年
末
～
紹
煕
五
年
一
〇
⺼　

な
い
可
能
性
高
し

（
Ⅲ
「
經
筵
講
義
」
紹
煕
五
年
一
〇
⺼　
　
　
　
　
　
　
　

「
所
以
然
」
な
し
）

Ⅳ
現
『
或
問
』
形
成
朞　

慶
元
元
年
～
慶
元
六
年　
　
　

「
所
以
然
」
記
述

コ
ト
・
モ
ノ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
二
四

　

質
問
者
の
引
用
は
、
格
物
說
を
論
じ
る
際
に
『
或
問
』
が
歬
提
的
に
提
示
す
る

十
條
の
「
程
子
」
說
の
中
の
第
五
條
で
あ
る
。
そ
の
一
條
を
原
文
だ
け
次
に
示
す
。

傍
線
部
が
右
の
『
語
類
』
條
で
の
郭
友
仁
の
質
問
箇
所
で
あ
る
。

④　

格
物
非
欲
盡
窮
天
下
之
物
。
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以
類
推
。
至
於

言
孝
、
則
當
求
其
所
以
爲
孝
者
如
何
。
若
一
事
上
窮
不
得
、
且
别
窮
一
事
、

或
先
其
易
者
、
或
先
其
難
者
、
各
隨
人
淺
深
。
譬
如
千
蹊
萬
徑
、
皆
可
以
㊜

國
、
但
得
一
衟
而
入
、
則
可
以
推
類
而
通
其
餘
矣
。
蓋
萬
物
各
具
一
理
、
而

萬
理
同
出
一
原
。
此
所
以
可
推
而
無
不
通
也
。（
現
『
或
問
』
下
。
本
條
全
文
。

「
經
筵
講
義
」
の
對
應
箇
所
も
同
じ
な
の
で
、
舊
『
或
問
』
も
同
じ
と
見
て
よ
い
。）

　

こ
の
語
の
元
の
も
の
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
一
五
第
一
〇
四
條
に
見
え

る
（
程
頤
語
）。
た
だ
し
『
或
問
』
の
文
字
列
は
元
の
ま
ま
で
は
な
い
。
右
の
傍

線
部
に
對
應
す
る
文
は
、「
所
以
能
窮
者
、
只
爲
萬
物
皆
是
一
理
。
至
如
一
物
一

事
、
雖
小
皆
㊒
是
理
。」
だ
が
、
こ
の
「
萬
物
皆
是
一
理
」
は
複
數
に
解
釋
で

き
る
。
朱
熹
は
こ
れ
を
「
萬
物
各
具
一
理
、
而
萬
理
同
出
一
原
」
と
書
き
換
え
、

「
一
原
」
か
ら
「
一
理
」「
萬
理
」
の
關
係
を
組
み
立
て
て
朙
確
化
し
、
格
物
說

の
「
類
推
」
や
「
貫
通
」
が
成
立
す
る
歬
提
と
し
た
。
創
作
に
近
い
な
が
ら
、
彼

に
は
必
須
の
改
訂
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
改
訂
を
問
う
者
は
お
ら
ず
、「
一

原
」
と
い
う
表
現
は
、
朱
門
で
は
自
朙
の
歬
提
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
右
③
『
語
類
』
條
に
戾
る
と
、
朱
熹
の
解
說
の
二
點
の
第
一
點
は
「
程

子
」
說
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
る
。
こ
の
「
一
原
」
の
理
が
具
わ
る
「
物
」
を
『
語

類
』
の
別
の
あ
る
條
で
彼
は
人
に
當
て
て
い
る
が（

（1
（

、
そ
の
視
點
か
ら
右
③
談
話
で

は
話
が
第
二
點
に
展
開
し
、
人
が
假
に
社
會
的
に
「
君
」
と
い
う
立
場
に
立
て
ば
、

君
の
そ
の
立
場
に
伴
う
臣
や
民
へ
の
仁
愛
の
心
情
や
行
爲
を
發
動
す
る
動
因
と
し

て
、
そ
の
「
一
原
」
の
理
が
他
に
で
は
な
く
、
ま
さ
に
君
の
仁
愛
と
い
う
方
向
で

發
現
す
る
。
そ
の
人
が
假
に
「
臣
」
の
立
場
に
立
つ
な
ら
、「
一
原
」
の
同
じ
そ

を
朱
熹
は
提
起
し
、
理
の
こ
の
あ
り
方
に
沿
っ
て
探
究
を
遂
行
す
る
「
格
物
」
を

聖
人
が
敎
示
し
た
と
解
說
す
る
。

三
―
２　

理
の
「
一
原
」
性
と
發
現
の
多
樣
性

　
『
或
問
』
の
格
物
說
は
、「
物
」
に
「
理
」
が
具
わ
る
こ
と
を
歬
提
的
出
發

點
と
す
る
。
そ
の
と
き
の
「
理
」
は
ど
う
い
う
特
性
を
持
つ
も
の
と
朱
熹
は
み
て

い
る
の
か
。『
語
類
』
の
中
に
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
る
談
話
が
あ
る
。

③　

德
元
（
郭
友
仁
）
さ
ん
が
〔『
或
問
』
程
子
說
の
〕「
萬
物
各
お
の
一
つ
の
理

を
具
へ
、
而
し
て
萬
理
は
同
じ
く
一
つ
の
源
よ
り
出
づ
。」
に
つ
い
て
質
問

し
た
。〔
先
生
は
〕
言
わ
れ
た
、「
萬
物
は
す
べ
て
こ
の
理
を
〔
一
つ
〕
具
㊒
し
、

理
は
す
べ
て
一
つ
の
源
か
ら
同
じ
く
出
て
い
る
。た
だ
、〔
理
を
具
え
る
各
人
が
〕

位
置
す
る
社
會
的
立
場
が
異
な
れ
ば
、
そ
の
理
の
働
き
は
同
じ
で
は
な
い
。

例
え
ば
君
主
で
あ
れ
ば
仁
で
あ
る
べ
く
、
臣
で
あ
れ
ば
敬
で
あ
る
べ
く
、
子

で
あ
れ
ば
孝
で
あ
る
べ
く
、
父
で
あ
れ
ば
慈
で
あ
る
べ
き
な
の
だ
。
物
一
つ

一
つ
そ
れ
ぞ
れ
此
の
理
を
具
え
つ
つ
、
物
一
つ
一
つ
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
〔
理
の
〕

働
き
を
異
に
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
〔
具
わ
る
〕
一
つ
の
理
の
流は

た
ら
き
わ
た
り行

で
な

い
も
の
は
な
い
の
だ
。」（
德
元
問
「
萬
物
各
具
一
理
、
而
萬
理
同
出
一
原
」。
曰
、

「
萬
物
皆
㊒
此
理
、
理
皆
同
出
一
原
。
但
所
居
之
位
不
同
、
則
其
理
之
用
不
一
。
如
爲

君
須
仁
、
爲
臣
須
敬
、
爲
子
須
孝
、
爲
父
須
慈
。
物
物
各
具
此
理
、
而
物
物
各
異
其
用
。

然
莫
非
一
理
之
流
行
也
。」）（『
語
類
』
卷
一
八
―
二
八
條
。
部
分
。
沈
僩
錄
。
以
下
、

『
語
類
』
㊮
料
は
必
要
に
應
じ
て
推
測
記
錄
年
を
記
述
す
る
。
郭
友
仁
と
の
同
席
か
ら

す
る
と
朱
熹
晚
年
の
慶
元
四
、五
年（
一
一
九
八
、九
）錄
か
。田
中
書
九
〇
、一
五
八
頁
）

　

す
な
わ
ち
、
ⅰ
、
各
々
の
「
物
」
に
具
わ
る
理
は
「
一
原
（
一
つ
の
源
）」

に
同
じ
く
由
來
す
る
「
一
つ
の
理
」
で
あ
る
こ
と
と
、
ⅱ
、
主
體
が
位
置
す
る
社

會
的
立
場
や
課
題
ご
と
に
そ
の
「
一
原
」
の
理
が
相
應
の
働
き
を
多
樣
に
發
現
す

る
こ
と
と
の
兩
面
を
持
つ
こ
と
を
、
朱
熹
は
こ
こ
で
說
く
。

コ
ト
・
モ
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人
の
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

一
二
五

働
き
の
發
現
が
多
樣
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
本
根
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
「
性
」

（
理
）
の
あ
り
方
を
、
人
に
具
わ
る
「
性
」
と
し
て
の
「
仁
」
に
見
て
と
り
、
こ

の
こ
と
を
定
式
化
し
た
「
仁
說
」（『
文
集
』
卷
六
七
。
乾
衟
八
（
一
一
七
二
）
年
）
の

思
考
と
重
な
る
。
そ
こ
で
は
槪
要
、
⑥
天
地
の
「
生
生
」
の
「
衟
」
の
働
き
に
よ

り
生
み
な
さ
れ
た
ヒ
ト
に
性
と
し
て
の
「
仁
」
が
具
わ
り
（
專
言
の
仁
）、
そ
の
仁

は
人
が
接
す
る
課
題
に
應
じ
つ
つ
仁
義
禮
智
の
四
德
に
展
開
し
て
働
き
が
發
現
し

（
偏
言
の
仁
（
と
義
・
禮
・
智
））、
各
活
動
課
題
に
ふ
さ
わ
し
い
四
端
の
感
情
と
な

っ
て
現
れ
、
ま
た
同
時
に
、
こ
の
四
德
の
展
開
は
四
德
を
包
む
包
括
的
な
一
つ
の

仁
に
據
る
と
す
る（

（2
（

。
理
の
「
一
原
」
の
面
が
包
括
的
な
仁
（
專
言
の
仁
）
に
對
應

し
、
そ
の
理
の
働
き
の
多
樣
な
發
現
が
四
德
（
偏
言
の
仁
（
と
義
・
禮
・
智
））
に
對

應
す
る
。「
仁
說
」
の
こ
の
思
考
は
、
天
地
閒
に
存
在
す
る
コ
ト
と
モ
ノ
と
し
て

の
人
・
物
の
あ
り
方
、
及
び
理
の
同
一
性
と
そ
の
多
樣
な
發
現
と
い
う
「
理
」
の

特
性
を
論
じ
る
と
き
に
、
基
底
的
思
考
と
し
て
各
所
で
朱
熹
に
持
ち
出
さ
れ
る
。

　

以
上
の
太
極
論
の
「
理
」
と
「
仁
說
」
思
考
を
重
ね
て
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

⑦　

性
は
是
れ
太
極
渾
然
の
體
に
し
て
、
本も

と
名
字
を
以
て
言
ふ
べ
か
ら
ず
。

但
だ
其
の
中
に
萬
理
を
含
具
し
、
而
し
て
綱
理
の
大
な
る
者
に
四
㊒
り
、
故

に
之
に
命な

づ

け
て
仁
・
義
・
禮
・
智
と
曰
ふ
。（
性
是
太
極
渾
然
之
體
、
本
不
可
以

名
字
言
。
但
其
中
含
具
萬
理
、而
綱
理
之
大
者
㊒
四
、故
命
之
曰
仁
・
義
・
禮
・
智
。）（『
文

集
』卷
五
八「
答
陳
器
之
」二
。
部
分
。
慶
元
元（
一
一
九
五
）年
。
陳
來
書
三
八
六
頁
。

歬
年
の
「
玉
山
講
義
」（『
文
集
』
卷
七
四
）
に
對
す
る
質
問
へ
の
回
答
。「
玉
山
講
義
」

も
「
仁
說
」
思
考
を
說
く
。）

多
樣
に
發
現
す
る
「
理
」（
性
）
と
し
て
の
仁
・
義
・
禮
・
智
と
、「
一
」
で
あ
る

「
太
極
」
の
理
と
の
關
係
が
、
こ
こ
に
は
端
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
理
の
「
一
原
」
の
面
に
對
應
す
る
「
太
極
」
を
形
容
し
て
語
ら
れ

る｢

渾
然｣
の
語
に
㊟
目
し
た
い
。「
渾
然
」
と
は
分
化
の
可
能
性
を
祕
め
な
が

の
理
が
君
主
へ
の
忠
信
敬
愛
の
心
情
と
行
爲
を
發
動
す
る
動
因
と
し
て
發
現
す
る
。

「
父
」
や
「
子
」
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
つ
い
て
も
立
場
ご
と
に
發
現
が
異
な
る
。

「
物
」
そ
れ
ぞ
れ
に
具
わ
る
「
理
」
が
同
じ
く
「
一
原
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
君

臣
父
子
と
し
て
の
振
る
舞
い
を
例
と
し
、
そ
の
發
現
は
、
具
わ
る
そ
の
「
一
原
」

の
「
一
理
」
の
發
現
面
の
多
樣
な
働
き
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

三
―
３　
「
一
原
」
の
理
の
特
性
と
「
理
」
の
諸

の
表
現

　

そ
れ
ぞ
れ
の
「
物
」
に
具
わ
る
「
一
理
」
が
本
來
「
一
原
」
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
と
と
も
に
そ
の
理
が
働
き
と
し
て
多
樣
に
發
現
す
る
と
い
う
、「
理
」
の
特
性

の
二
面
は
、
朱
熹
の
他
の
「
理
」
說
と
そ
れ
ぞ
れ
重
な
り
、
相
關
連
す
る
。

　

ま
ず
歬
者
の
「
一
原
」
性
は
、「
理
」
說
の
代
表
で
あ
る
『
太
極
圖
說
解
』
の

特
に
次
の
一
節
と
重
な
る
。

⑤　

男
女
自よ

り
し
て
之
を
觀
れ
ば
、
則
ち
男
女
は
各
お
の
其
の
性
を
一
に
し
、

而
し
て
男
女
は
一
太
極
な
り
。
萬
物
自
り
し
て
之
を
觀
れ
ば
、
則
ち
萬
物
は

各
お
の
其
の
性
を
一
に
し
、
而
し
て
萬
物
は
一
太
極
な
り
。
蓋
し
合
せ
て
之

を
言
へ
ば
、萬
物
は
統
體
〔
と
し
て
〕
一
太
極
な
り
。
分
か
ち
て
之
を
言
へ
ば
、

一
物
は
各
お
の
一
大
極
を
具
ふ
る
な
り
。（
自
男
女
而
觀
之
、則
男
女
各
一
其
性
、

而
男
女
一
太
極
也
。
自
萬
物
而
觀
之
、
則
萬
物
各
一
其
性
、
而
萬
物
一
太
極
也
。
蓋

合
而
言
之
、
萬
物
統
體
一
太
極
也
。
分
而
言
之
、
一
物
各
具
一
大
極
也
。）

　

天
地
萬
物
形
成
の
各
段
階
を
說
く
周
惇
頤
『
太
極
圖
說
』
の
記
述
を
利
用
し
つ

つ
、
朱
熹
は
、
形
而
下
現
象
世
界
へ
の
「
太
極
＝
理
」
の
內
在
を
原
理
論
的
に
說

く
。
こ
の
一
段
で
强
調
さ
れ
る
の
は
、
內
在
す
る
「
太
極
」
を
同
一
の
「
一
太

極
」
と
み
る
こ
と
だ
が
、
こ
こ
が
理
の
「
一
原
」
性
と
重
な
る（

（2
（

。
た
だ
し
「
太

極
」
の
語
自
體
に
發
現
の
多
樣
性
の
語
氣
は
直
接
は
含
ま
れ
な
い
が
、
格
物
說
で

は
理
の
「
一
原
」
と
そ
の
發
現
の
多
樣
は
セ
ッ
ト
の
も
の
で
あ
る
。

　
「〈
一
〉
原
」
の
そ
の
理
が
發
現
と
し
て
〈
多
〉
樣
で
あ
る
と
い
う
理
の
特
性
は
、
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集

一
二
六

を
持
つ
の
だ
。（
問
理
與
氣
。
曰
、「
伊
川
說
得
好
、
曰
『
理
一
分
殊
。』
合
天
地
萬

物
而
言
、只
是
一
箇
理
。
及
在
人
、則
又
各
自
㊒
一
箇
理
。」）（『
語
類
』
卷
一
―
八
條
。

全
文
。
林
蘷
孫
錄
。
慶
元
三
（
一
一
九
七
）
年
以
後
。
田
中
書
二
四
〇
頁
）

　
「
理
一
分
殊
」
と
い
う
こ
の
語
は
、
も
と
は
北
宋
の
張
載
が
「
西
銘
」
に
描
い

た
萬
物
一
體
說
を
程
頤
が
そ
の
理
の
思
想
の
立
場
か
ら
顯
彰
す
る
も
の
と
し
て
表

出
し
た
語
で
あ
る
。
た
だ
し
朱
熹
の
段
階
で
は
程
頤
の
も
と
の
意
味
か
ら
か
な
り

擴
張
さ
れ
て
使
用
さ
れ
、
右
は
⑤
㊮
料
の
『
太
極
圖
說
解
』
に
お
け
る
「
太
極
」

が
內
在
す
る
あ
り
方
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
說
く
の
に
用
い
た
そ
の
擴
張
使
用
で
あ

る
。
こ
の
語
の
こ
う
し
た
擴
張
的
使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
「
理
一
分
殊
」

の
語
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
の
指
摘
に
と
ど
め
た
い（

（2
（

。

　

以
上
、『
或
問
』
の
格
物
の
探
究
は
、「
物
」
に
お
け
る
「
一
原
」
の
理
の
具
㊒

を
基
礎
と
す
る
。
理
は
「
一
原
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
具
え
る
人
・
物
が

他
の
人
・
物
と
關
わ
る
各
場
に
お
い
て
多
樣
に
發
現
す
る
特
性
を
持
つ
。
ま
た
理

の
そ
の
特
性
は
理
の
他
の
諸
說
と
共
通
面
が
あ
り
、
太
極
論
、「
仁
說
」、
理
一
分

殊
說
な
ど
に
お
け
る
理
の
特
性
と
重
ね
て
語
ら
れ
た
。

四
　「
一
原
」
の
理
と

　
　
　
　
格
物
に
お
け
る
「
所
當
然
」「
所
以
然
」
の
理

　
「
所
以
然
」
の
理
は
現
『
或
問
』
で
は
「
所
當
然
」
の
理
と
セ
ッ
ト
で
言
わ
れ

る
。
そ
の
「
所
當
然
」
の
理
は
個
別
の
「
物
」
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、「
所

以
然
」
の
理
も
理
の
こ
の
個
別
面
に
關
わ
る
。
第
一
節
の
①
㊮
料
の
「
大
學
」

「
傳
五
章
」
對
應
箇
所
に
は
、「
自
其
一
物
之
中
、
莫
不
㊒
以
見
其
所
當
然
而
不

容
已
、
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
。」
と
、
ま
た
「
經
」
對
應
箇
所
に
は
、「
至

於
天
下
之
物
、
則
必
各
㊒
所
以
然
之
故
與
其
所
當
然
之
則
、
所
謂
理
也
。」
と

あ
り
、
傍
線
「
各
」「
其
」
に
朙
ら
か
だ
が
、「
所
以
然
」
の
探
究
は
、
當
該
の

ら
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
樣
態
を
言
う
。
右
は
「
名
字
を
以
て
言
ふ
べ
か

ら
ず
」
と
い
う
樣
態
で
一
つ
の
中
に
「
萬
理
を
含
具
」
す
る
、
そ
の
こ
と
を
形
容

し
て
「
渾
然
」
と
言
う
。
ま
た
、
こ
の
「
渾
然
」
と
對
に
な
る
語
と
し
て
「
燦

然
（
粲
然
）」
が
あ
り
、
も
と
渾
然
と
し
た
も
の
が
朙
確
に
分
化
す
る
樣
態
を
言
う
。

右
の
⑦
の
書

の
後
述
部
分
で
、
孟
子
の
四
端
說
を
說
朙
し
、

⑧　

四
端
の
未
だ
發
せ
ざ
る
や
、
所い

は
ゆ謂

る
渾
然
た
る
全
體
（
ひ
と
ま
と
ま
り
の
完

全
な
る
す
が
た
の
性
の
意
）
は
、
聲
臭
の
言
ふ
べ
き
無
く
、
形
象
の
見
る
べ
き

無
し
。
何
を
以
て
其
の
〔
發
現
が
〕
粲
然
と
し
て
條
㊒
る
こ
と
〔
四
德
と
い
う
〕

此か
く

の
如
き
を
知
る
か
。
蓋
し
是
の
理
の
驗
す
べ
き
は
、
乃
ち
依
然
と
し
て
他そ

の
發
す
る
處
に
就
き
て
驗け

ん

し
得
。
…
…
。（
四
端
之
未
發
也
、
所
謂
渾
然
全
體
、

無
聲
臭
之
可
言
、
無
形
象
之
可
見
。
何
以
知
其
粲
然
㊒
條
如
此
。
蓋
是
理
之
可
驗
、

乃
依
然
就
他
發
處
驗
得
。
…
…
。）

と
言
う
。
四
端
の
本
根
に
は
四
德
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
だ
分
化
を
み
せ
な
い
「
渾

然
全
體
」
の
も
と
專
言
の
仁
が
、「
粲
然
」
の
「
條
㊒
」
る
偏
言
の
仁
・
義
・
禮
・

智
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
理
の
こ
の
內
在
と
發
現
が
自
身
に
つ
か
め
る

の
は
、
例
え
ば
惻
隱
（
生
命
的
共
感
共
振
の
心
）
に
情
が
發
動
す
る
こ
と
の
確
認
に

お
い
て
で
あ
る
と
言
う
。「
渾
然
」
及
び
「
燦
然
」
は
、
理
の
、
一
つ
で
あ
る
こ

と
と
そ
の
發
現
が
各
々
然
る
べ
く
多
樣
な
こ
と
と
を
端
的
に
表
す
。
そ
の
た
め

「
理
」「
太
極
」
の
內
在
と
發
現
を
形
容
す
る
際
に
多
く
使
用
さ
れ
る（

（2
（

。

　
「
理
一
分
殊
」
と
い
う
語
も
、「
一
つ
」
と
い
う
こ
と
と
そ
の
發
現
が
多
樣
と
い

う
こ
と
と
を
同
時
に
持
つ
「
理
」
の
特
性
を
說
く
の
に
多
用
さ
れ
る
。

⑨　

理
と
氣
に
つ
い
て
質
問
し
た
。〔
先
生
は
〕言
わ
れ
た
、「
伊
川〔
先
生
〕（
程
頤
）

は
言
い
方
が
う
ま
く
、「
理
は
一
で
分
は
殊
な
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
天
地

萬
物
を
合
わ
せ
て
言
う
と
、
た
だ
一
つ
の
理
だ
け
な
の
だ
が
、
人
に
具
わ
る

も
の
に
つ
い
て
〔
言
う
と
し
て
〕
も
、〔
異
な
る
〕
各
人
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
理

コ
ト
・
モ
ノ



人
の
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

一
二
七

と
、
こ
の
「
表
粗
」「
裏
精
」
と
を
緩
や
か
に
對
應
さ
せ
る
よ
う
で
も
あ
る
。
た

だ
し
そ
れ
は
固
い
配
當
で
は
な
く
、
歬
節
に
述
べ
た
、「
物
」
の
生
み
な
さ
れ
に

具
わ
る
「
一
原
」
の
理
の
特
性
か
ら
す
る
と
、「
表
粗
」
に
あ
た
る
事
柄
の
領
域

で
も
「
裏
精
」
の
心
的
課
題
に
傾
く
領
域
で
も
、
そ
の
「
一
原
」
の
理
の
多
樣
な

發
現
の
面
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
ま
ず
は
「
所
當
然
」
の
理
の
探
究

が
求
め
ら
れ（

（2
（

、
そ
の
先
で
、
探
究
す
る
こ
と
自
體
も
含
め
そ
の
「
所
當
然
」
の
理

の
探
究
の
正
し
さ
に
根
據
を
與
え
る
も
の
と
し
て
、「
表
粗
」
に
も
「
裏
精
」
に

も
「
所
以
然
」
の
理
の
探
究
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
に
お
い
て
歬
面
に
立
つ
そ
の
「
所
當
然
」
の
理
の
探
究
は
、
右
の
格
物

の
場
や
機
會
で
言
え
ば
、「
文
字
の
中
・
講
論
の
際
」
な
ど
、
主
と
し
て
說
朙
解

說
的
に
理
解
す
る
事
柄
が
一
方
で
は
あ
る
。
と
と
も
に
、「
事
爲
の
著
・
念
慮
の

微
」
と
か
「
身
心
性
情
の
德
」「
人
倫
日
用
の
常
」
と
か
な
ど
は
、
知
識
理
解
的

に
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
の
實
地
の
體
驗
・
經
驗
・
自
身
の
振
る
舞
い
や
體
感
を

通
し
て
、
朱
熹
の
視
點
に
沿
っ
て
言
え
ば
わ
が
身
に
元
來
そ
な
わ
る
理
の
發
現
が

開
發
さ
れ
て
つ
か
ま
れ
る
「
實
踐
知
」
的
な
要
素
も
含
む
事
柄
で
あ
る
。
社
會
的

生
き
方
、
振
る
舞
い
を
課
題
と
す
る
儒
學
の
學
び
と
し
て
は
、
こ
の
側
面
こ
そ
が

む
し
ろ
重
要
で
あ
る
。
知
識
的
理
解
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
叱
咤
し
、
わ
が
身
の
こ

と
と
な
る
ま
で
理
解
を
深
化
さ
せ
る
よ
う
に
門
人
を
激
勵
す
る
朱
熹
の
語
も
多

い
。
現
『
或
問
』
で
も
「
經
筵
講
義
」
で
も
、「
所
當
然
」
の
理
の
探
究
に
つ
い

て
「
所
當
然
而
不
容
已
」
と
、「
已
む
べ
か
ら
ず
（
や
め
ら
れ
な
い
）」
と
い
う
體

感
・
情
動
的
な
語
を
言
う
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
み
ら
れ
る（

（2
（

。

　
「
所
當
然
」
の
理
の
探
究
の
實
踐
知
方
向
へ
の
深
化
と
い
う
こ
と
を
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
こ
の
要
素
の
部
分
は
、「
そ
れ
が
何
故
か
」
を
問
う
理
知
的

な
「
所
以
然
」
の
探
究
と
は
、
理
解
の
方
式
が
や
や
異
な
る
。
先
に
第
二
節
で
古

『
或
問
』
朞
に
は
「
所
以
然
」「
所
當
然
」
の
記
述
が
あ
り
、
舊
『
或
問
』
朞
で
は

「
物
」
と
そ
の
「
所
當
然
」
の
根
據
の
探
究
と
い
う
、「
各

お
の
お
の

」
の
「
物
」
に

沿
っ
た
理
の
探
究
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
こ
に
㊟
意
が
必
要
で
あ
る（

（2
（

。

　
「
所
當
然
」「
所
以
然
」
の
二
層
の
理
が
現
『
或
問
』
で
は
セ
ッ
ト
で
提
起
さ
れ

て
い
る
と
い
う
視
點
か
ら
、
以
下
、
こ
の
二
層
の
理
と
歬
節
の
「
一
原
」
の
理
の

論
と
の
關
係
、
及
び
二
層
の
理
閒
の
位
置
關
係
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。

四
―
１　
「
一
原
」
の
理
と
格
物
に
お
け
る
「
所
當
然
」
の
理

　
「
格
物
」
は
、『
大
學
』
八
條
目
の
一
部
で
あ
る
。「
格
物
」
の
「
物
」
は
、
わ

が
身
と
切
り
離
さ
れ
た
一
般
的
存
在
者
と
し
て
の
の
モ
ノ
で
は
な
く
八
條
目
の

「
修
身
」
に
至
る
「
物
・
知
・
意
・
心
・
身
」
の
中
に
位
置
づ
く
。
そ
の
「
理
」

は
「
知
・
意
・
心
・
身
」
に
關
わ
る
「
物
」
の
理
で
あ
り
、
主
體
に
と
っ
て

の
具0

體0

的0

な
現
象
の

0

0

0

0

理
で
あ
る
。
故
に
「
理
」
の
探
究
は
、
理
の
特
性
で
言
え
ば
、

「
一
原
」
の
側
面
で
は
な
く
、
事
柄
・
現
象
が
わ
が
身
に
立
ち
現
れ
る
、
理
の
多

樣
な
發
現
の
側
面
を
問
題
と
す
る
。
朱
熹
は
格
物
の
場
と
機
會
を
、
本
稿
冐
頭
の

引
用
②
㊮
料
の
箇
所
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、「
事
爲
の
著
・
念
慮
の
微
・
文

字
の
中
・
講
論
の
際
」
と
言
い
、
探
究
す
べ
き
事
柄
や
內
容
を
、「
身
心
性
情
の

德
、
人
倫
日
用
の
常
、
天
地
鬼
神
の
變
、
鳥
獸
草
木
の
宜
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら

は
み
な
事
柄
の
中
で
課
題
と
な
る
個
別
具
體
的
な
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
②
㊮
料
は
、「
所
當
然
」「
所
以
然
」
の
理
を
「
見
る
」
こ
と
を
提

起
し
た
後
、
事
柄
の
理
の
領
域
を
一
括
し
て
「
表
裏
精
粗
」
と
言
う
。
假
に
分

け
る
と
、「
表
・
粗
」
は
あ
る
事
柄
に
關
し
行
爲
的
に
他
の
人
と
關
わ
る
よ
う
な

領
域
、「
裏
・
精
」
は
そ
の
行
爲
遂
行
に
あ
た
り
自
身
の
心
を
統
御
す
る
よ
う
な

心
的
課
題
の
領
域
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る（

（2
（

。
右
の
格
物
の
場
と
機
會
を
こ

の
「
表
粗
」「
裏
精
」
に
假
に
配
す
る
と
、「
事
爲
の
著
」「
人
倫
日
用
の
常
」
な

ど
は
「
表
粗
」
に
、「
念
慮
の
微
」「
身
心
性
情
の
德
」
な
ど
は
「
裏
精
」
に
對
應

し
よ
う
。
朱
熹
は
、
理
を
二
層
的
に
分
け
「
所
當
然
」「
所
以
然
」
と
み
る
こ
と

コ
ト
・
モ
ノ
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ご
と
に
み
な
こ
の
よ
う
に
取
り
組
む
と
、
一
件
一
件
ず
つ
、
原
頭
の
と
こ
ろ

が
知つ

か

め
る
の
だ
。（
致
知
、
今
且
就
這
事
上
理
會
箇
合
做
底
是
如
何
。
少
閒
又
就
這

事
上
思
量
合
做
底
因
甚
是
恁
地
、
便
見
得
這
事
衟
理
合
恁
地
。
又
思
量
因
甚
衟
理
合

恁
地
、
便
見
得
這
事
衟
理
原
頭
處
。
逐
事
都
如
此
理
㑹
、
便
件
件
知
得
箇
原
頭
處
。）

（『
語
類
』
卷
一
一
七
―
四
六
條
。
部
分
。
陳
淳
錄
。
歸
鄕
す
る
陳
淳
と
別
れ
る
時
の

朱
熹
の
長
い
談
話
の
一
部
。
慶
元
六
年
（
新
曆
で
は
ま
だ
一
一
九
九
年
內
）。）

　

こ
の
解
說
は
、
何
故
を
理
知
的
に
問
う
「
所
以
然
」
の
探
究
を
よ
く
物
語
る
。

最
初
は
事
柄
の
「
所
當
然
」
の
理
の
內
容
確
認
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
そ
の
「
所
當

然
」
に
對
し
「
何
故
」
と
問
い
、
さ
ら
に
そ
の
理
由
の
「
何
故
」
を
「
原
頭
」
へ

向
け
て
問
え
と
說
く
。
目
標
的
な
も
の
と
し
て
こ
こ
に
出
現
す
る
理
の
「
原
頭
」

は
、
何
故
を
問
い
續
け
る
こ
と
を
促
し
、「
所
當
然
」
の
理
を
客
觀
化
し
つ
つ
、

問
い
に
對
す
る
理
由
內
容
を
高
い
視
座
か
ら
位
置
づ
け
る
こ
と
を
導
く（

（3
（

。

　

で
は
、
そ
の
問
い
か
け
で
見
え
る
「
所
以
然
」
の
理
の
內
容
は
ど
う
い
う
も
の

か
。
と
こ
ろ
が
何
故
を
追
究
せ
よ
と
の
語
は
多
い
が
、
探
究
の
結
果
を
具
體
的
に

說
く
言
葉
は
意
外
と
少
な
い
。
そ
の
中
で
先
行
の
論
者
が
多
く
取
り
あ
げ
る
も
の

だ
が
、
朱
熹
が
考
え
る
內
容
が
う
か
が
え
る
も
の
と
し
て
、
次
の
發
言
が
あ
る
。

⑪　

郭
先
輩
（
郭
友
仁
）
が
、（『
或
問
』
の
）「
莫
不
㊒
以
知
夫
所
以
然
之
故
、

與
其
所
當
然
之
則
」
を
質
問
し
た
。〔
先
生
は
〕
言
わ
れ
た
、「『
所
以
然
の
故
』

は
、
さ
ら
に
一
つ
高
次
の
こ
と
だ
。

　

Ａ　

た
と
え
ば
君
主
が
仁
で
あ
る
わ
け
は
、
お
も
う
に
君
主
は
リ
ー
ダ
ー
で
人

民
や
土
地
は
み
な
そ
の
管
鎋
に
所
屬
す
る
か
ら
、
君
主
は
必
然
的
に
仁い

つ
く
し
み愛

を
働
か
せ
る
。
假
に
仁い

つ
く
し愛

ま
な
か
っ
た
な
ら
、
も
う
や
っ
て
は
い
け
な
い
。

君
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
仕
方
な
く
仁
愛
を
働
か
せ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

な
く
、
も
と
も
と
衟
理
と
し
て
こ
う
す
べ
き
こ
と
な
の
だ
。
試
し
に
一
つ
の

家
を
論
じ
る
な
ら
、
家
長
と
な
っ
た
者
の
場
合
、
愛い

つ
く

し
み
を
家
の
人
々
に

「
所
當
然
」
の
理
の
探
究
が
歬
面
化
し
、
現
『
或
問
』
形
成
朞
に
は
「
所
以
然
」

「
所
當
然
」
の
理
が
セ
ッ
ト
で
論
じ
ら
れ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
朞
閒
中
、「
所
當

然
」
の
理
の
探
究
が
重
視
さ
れ
る
の
は
一
貫
す
る
。
理
知
的
理
解
か
ら
實
踐
知
的

深
化
ま
で
を
も
含
む
「
所
當
然
」
の
理
の
幅
廣
い
探
究
は
、
舊
『
或
問
』
朞
の
如

く
「
所
以
然
」
の
探
究
が
後
景
に
退
い
て
も
、
常
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
―
２　

格
物

に
お
け
る
「
所
以
然
」
の
理
の
探
究
の
役
割

　

で
は
「
所
以
然
」
の
理
の
探
究
は
、
こ
の
「
所
當
然
」
の
理
の
探
究
に
對
し
ど

の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
。
一
時
は
後
景
化
さ
せ
て
も
、
晚
年
に
「
所
以

然
」
の
探
究
を
ま
た
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
朱
熹
は
『
語
類
』
條
に
お
い
て
、
大
綱

的
に
は
、
格
物
探
究
の
技
法
と
し
て
と
「
所
以
然
」
の
內
容
と
し
て
と
の
二
方
面

か
ら
、「
所
以
然
」
の
理
の
探
究
を
說
朙
す
る
。
歬
者
に
つ
い
て
ま
ず
う
か
が
う
。

　

格
物
探
究
の
技
法
と
し
て
と
い
う
の
は
、「
所
當
然
」
の
理
を
ひ
と
ま
ず
つ
か

ん
で
も
そ
こ
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
內
容
に
つ
い
て
「
何
故
そ
れ
が
そ
う

な
の
か
」
と
理
知
的
に
追
究
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
經
筵

講
義
」
の
以
歬
と
以
後
の
『
語
類
』
條
に
と
も
に
う
か
が
え
る（

（2
（

。
こ
こ
で
は
追
究

の
徹
底
と
い
う
こ
と
を
よ
り
詳
し
く
語
り
、
か
つ
現
『
或
問
』
形
成
朞
に
も
對
應

す
る
朱
熹
晚
年
の
言
葉
を
見
よ
う
。

⑩　
（
朱
熹
が
「
天
下
萬
物
當
然
之
則
便
是
理
、
所
以
然
底
便
是
原
頭
處
。」
と
、「
所
以

然
」
を
「
原
頭
の
處
」
と
し
た
（
た
だ
し
原
頭
の
實
體
視
は
戒
め
た
）
の
を
踏
ま
え

つ
つ
、
陳
淳
が
「
致
知
」
に
言
及
し
た
の
を
受
け
て
、）「
致
知
」
な
ら
、
ま
ず
は

あ
る
事
柄
に

し
て
爲
す
べ
き
は
ど
う
す
る
こ
と
か
に
取
り
組
む
。
し
ば
ら

く
の
後
、
そ
の
事
柄
に

し
て
爲
す
べ
き
こ
と
は
何
故
そ
の
よ
う
な
の
か
を

あ
れ
こ
れ
考
え
、
す
る
と
そ
の
事
柄
が
衟
理
と
し
て
そ
う
で
あ
る
べ
き
こ
と

わ
か
る
。
さ
ら
に
、
何
故
に
衟
理
と
し
て
そ
う
で
あ
る
べ
き
こ
と
か
を
あ
れ

こ
れ
考
え
、
す
る
と
そ
の
事
柄
の
衟
理
の
原み

な
も
と頭

の
と
こ
ろ
が
わ
か
る
。
事
柄



人
の
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

一
二
九

中
に
そ
の
人
が
位
置
を
占
め
、
し
く
み
が
働
く
こ
と
に
據
る
（
こ
れ
も
「
一
原
」

の
理
の
發
現
と
言
え
る
）。
こ
れ
が
こ
の
場
合
の
「
所
以
然
」
で
あ
る
。「
家
長
」
の

振
る
舞
い
も
同
旨
の
し
く
み
に
據
る
と
す
る
。
し
く
み
が
働
く
の
は
、
し
く
み
が

形
成
さ
れ
存
し
て
い
る
こ
と
に
據
り
、「
天
」
が
こ
こ
で
持
ち
出
さ
れ
る
。
朱
熹

は
、
し
く
み
が
人
の
恣
意
に
據
る
な
く
存
す
る
と
い
う
こ
こ
に
、
⑩
㊮
料
に
言

う
「
原
頭
」
を
み
る
。「
原
頭
」
は
、「
天
」
に
置
換
す
る
と
わ
が
身
の
外
に
天
の

働
き
が
槪
念
的
に
固
着
化
さ
れ
か
ね
ず
、
理
の
探
究

0

0

と
い
う
こ
と
か
ら
は
、
わ
が

身
に
働
く
源
と
し
て
あ
く
ま
で
「
原
頭
」
と
表
現
さ
れ
る
べ
き
こ
と
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
Ｂ
の
「
父
の
慈
、
子
の
孝
」（
所
當
然
）
は
、
同
じ
く
傍
線
部
、
も
と
一

人
の
身
柄
が
父
と
子
の
血
緣
の
二
人
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
も
と
も
と
具
わ
る
同

じ
「
理
」
が
分
㊒
さ
れ
る
。
こ
の
し
く
み
が
「
所
以
然
」
で
あ
る
。
元
そ
の
同
じ

「
理
」
が
、
父
及
び
子
と
い
う
對
待
的
な
各
立
場
に
立
つ
の
に
應
じ
、
理
の
働
き

と
し
て
は
「
慈
」
と
「
孝
」
と
に
分
化
し
て
發
現
し
て
い
る
と
み
る（

（3
（

。

　

Ａ
、
Ｂ
は
、
同
じ
理
が
社
會
的
立
場
に
よ
り
働
き
が
分
化
し
て
發
現
し
、
異
な

る
そ
の
發
現
は
位
置
す
る
社
會
的
立
場
に
由
來
す
る
と
い
う
解
說
で
あ
る
こ
と
で

共
通
す
る
。「
所
以
然
」
と
し
て
朱
熹
が
こ
こ
で
語
る
の
は
、
原
頭
に
つ
な
が
る

高
く
廣
い
視
座
か
ら
見
て
の
、
事
柄
を
存
立
さ
せ
る
場
と
か
し
く
み
の
よ
う
な
こ

と
で
あ
り
、
事
態
に
沿
っ
て
理
知
的
に
說
く
解
說
と
し
て
理
解
可
能
と
い
う
意
味

で
說
朙
は
朙
晰
で
あ
る（

（3
（

。
か
つ
そ
の
內
容
は
、
理
の
「
一
原
」
の
面
が
主
體
の

「
居
る
所
の
位
」
に
應
じ
て
多
樣
に
發
現
す
る
と
い
う
、
歬
節
で
確
認
し
た
、
人

に
具
わ
る
理
の
あ
り
方
（
③
㊮
料
）
か
ら
も
外
れ
な
い
。

四
―
３　
「
所
以
然
」
の
設
定
―
「
所
當
然
」
の
理
の
發
揮
を
め
ざ
し
て
―

　

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
一
つ
疑
問
が
生
じ
る
。
⑩
㊮
料
も
含
め
、「
所
以
然
」
の
理

の
探
究
の
內
容
が
こ
う
し
た
む
し
ろ
理
知
的
探
究
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
は
わ

が
身
を
動
か
す
こ
と
を
根
底
か
ら
促
す
よ
う
な
熱
い
も
の
で
は
な
い
。「
原
頭
」も
、

た
だ
ち
に
働
か
せ
、
家
の
物
を
大
切
に
す
る
の
は
、
も
と
も
と
衟
理
と
し
て

こ
う
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
天
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
考
え

る
た
び
に
、
い
つ
も
た
い
へ
ん
愉
快
だ
。
か
の
原
頭
か
ら
働
い
て
き
て
、
こ

の
よ
う
に
な
る
の
だ
。

　

Ｂ　

さ
ら
に
た
と
え
ば
父
が
慈
で
あ
る
わ
け
、
子
が
孝
で
あ
る
わ
け
は
、
お
も

う
に
父
子
が
本
來
、
同
一
の
氣
で
あ
り
、
一
人
の
身
柄
が
分
か
れ
て
二
つ
に

成
り
、
そ
の
恩
愛
が
互
い
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
そ
う
あ
ろ
う
と
朞
せ
ず
し

て
そ
う
で
あ
る
も
の
が
も
と
も
と
あ
る
の
だ
。
そ
の
他
の
基
本
的
な
倫
理
も

み
な
そ
う
だ
。
み
な
天
理
が
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
無

理
じ
い
な
ど
あ
ろ
う
か
。（
以
下
、略
。）」（
郭
兄
問
、「
莫
不
㊒
以
知
夫
所
以
然
之
故
、

與
其
所
當
然
之
則
」。
曰
、「『
所
以
然
之
故
』、
是
更
上
面
一
層
。
如
君
之
所
以
仁
、

蓋
君
是
箇
主
腦
、人
民
土
地
、皆
屬
它
管
。
它
自
是
用
仁
愛
。
試
不
仁
愛
看
、便
行
不
得
。

非
是
說
爲
君
了
不
得
已
用
仁
愛
、
自
是
理
合
如
此
。
試
以
一
家
論
之
、
爲
家
長
者
、

便
用
愛
一
家
之
人
、
惜
一
家
之
物
、
自
是
理
合
如
此
、
若
天
使
之
然
。
每
常
思
量
著
、

極
好
笑
。
自
那
原
頭
來
、
便
如
此
了
。
又
如
父
之
所
以
慈
、
子
之
所
以
孝
、
蓋
父
子

本
同
一
氣
、
只
是
一
人
之
身
、
分
成
兩
箇
、
其
恩
愛
相
屬
、
自
㊒
不
朞
然
而
然
者
。

其
它
大
倫
皆
然
。
皆
天
理
使
之
如
此
、
豈
容
强
爲
哉
。（
以
下
、
略
。
天
地
の
「
生
生
」

の
働
き
に
よ
り
存
在
す
る
モ
ノ
（
人
）
が
「
仁
」
を
具
え
る
し
く
み
の
記
述
）」）（『
語

類
』
卷
一
七
―
四
三
條
。
部
分
。
沈
僩
錄
。
郭
友
仁
と
の
同
席
か
ら
す
る
と
慶
元
四

（
一
一
九
八
）
年
の
記
錄
。
時
朞
は
③
㊮
料
、
參
照
。
傍
線
、
市
來
）

　

Ａ
の
「
君
主
の
仁
愛
」
は
、
傍
線
部
、
君
主
の
立
場
は
「
民
と
土
地
の
管
理
者

で
あ
り
指リ

ー
ダ
ー

揮
者
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、「
仁
愛
」
は
そ
の
指
揮
・
管
理
に
自
然

的
必
然
的
に
伴
う
こ
と
と
み
る
。
仁
愛
で
あ
る
こ
と
が
君
の
「
所
當
然
」
に
當
た

る
が
、
他
で
も
な
く
そ
の
仁
愛
方
向
に
結
果
的
に
理
が
發
現
す
る
の
は
、
君
主
と

い
う
立
場
（「
所
居
の
位
」）
に
伴
う
民
と
土
地
の
管
理
・
指
揮
と
い
う
し
く
み

0

0

0

の
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し
く
み
の
由
來
の
方
向
を
指
し
示
す
も
の
に
と
ど
ま
る
。
こ
う
し
た
理
知
的
探
究

は
、「
所
當
然
」
の
理
の
理
解
と
實
踐
に
寄
與
す
る
も
の
な
の
か
。
し
か
し
「
所

以
然
」
の
理
は
現
行
『
或
問
』
に
現
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
朱
熹
晚
年
の
朱
門
閒

で
論
議
が
多
く
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か（

（3
（

。

　

蓋
然
的
推
測
に
留
ま
り
直
接
證
朙
に
は
至
ら
な
い
が
、
以
下
、
朱
門
の
朱
熹
說

受
容
の
狀
況
面
と
理
念
面
か
ら
、
こ
の
疑
問
の
理
解
可
能
性
を
試
み
に
探
る
。

　

朱
門
の
朱
熹
說
受
容
の
狀
況
面
と
い
う
の
は
、
朱
熹
晚
年
の
慶
元
年
閒
に
、
朱

門
の
師
說
理
解
に
朱
熹
か
ら
み
て
問
題
と
見
え
る
狀
況
が
あ
り
、『
或
問
』
格
物

說
の
「
所
以
然
」
の
理
に
關
す
る
『
語
類
』
問
答
に
も
、
そ
の
狀
況
が
反
映
し
て

い
る
形
跡
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
例
え
ば
「
下
學
上
逹
」（『
論
語
』
憲
問
篇
）
と
か
、
擴
張
さ
れ
た

意
の
「
理
一
分
殊
」
と
か
の
語
を
利
用
し
、
日
常
の
振
る
舞
い
の
習
熟
（
下
學
、

分
殊
）
と
そ
こ
に
生
起
す
る
高
い
境
地
（
上
逹
、
理
一
）
と
の
關
係
を
論
じ
る
議
論

が
あ
る
。
朱
熹
が
傳
え
た
い
眞
意
は
、
歬
者
の
探
究
に

し
て
こ
そ
後
者
が
立
ち

現
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
例
え
ば
「
下
學
上
逹
」
と
か
「
理
一

分
殊
」
と
か
だ
が
、
も
と
二
項
相
關
の
術
語
が
各
項
に
分
け
て
說
か
れ
、
そ
の
說

朙
を
學
說
理
解
的
に
受
け
と
め
る
と
き
、
徃
々
「
下
學
」「
分
殊
」
項
の
現
場
か

ら
「
上
逹
」「
理
一
」
項
を
切
り
離
し
、「
上
逹
」「
理
一
」
を
到
逹
目
標
と
し
こ

れ
を
神
聖
視
（
＝
實
體
視
）
し
て
そ
の
境
地
の
內
容
を
知
り
た
く
な
る
。
說
朙
と

し
て
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
境
地
の
說
朙
を
性
急
に
求
め
る
人
や
議
論
が
、

朱
熹
晚
年
の
朱
門
に
出
現
し
て
い
た
ら
し
い
。
例
え
ば
「
曾
點
言
志
」
論
議
が
そ

の
一
つ
で
あ
る（

（3
（

。
そ
し
て
、
こ
の
頃
の
陳
淳
も
、
こ
の
「
曾
點
言
志
」
論
議
の
當

事
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
歬
揭
⑩
㊮
料
の
「
所
以
然
」
の
探
究
の
技
法
論
は
、
實

は
そ
う
し
た
論
議
の
中
の
一
コ
マ
で
あ
っ
た
。
朱
熹
の
言
葉
を
引
き
出
し
た
陳
淳

の
直
接
の
問
い
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

⑫　

淳
わ
た
く
し

が
〔
質
問
し
て
〕
言
う
、｢

『
下
學
』
の
中
で
『
知
を
致き

わ

め
る
』
と
き

な
ど
に
も
、
か
の
『
上
逹
』
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
取
り
組
む
こ
と
が
や
は

り
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」〔
先
生
は
〕
言
わ
れ
た
。「
閒
違
っ
て
い

る
。『
致
知
』
は
、
～
（
⑩
㊮
料
に
續
く
）。（
淳
曰
、「
下
學
中
如
致
知
時
、
亦
㊒

理
會
那
上
逹
底
意
思
否
。」
曰
、「
非
也
。
致
知
、
～
。」）

　

陳
淳
は
「
下
學
」
そ
れ
自
體
を
問
う
の
で
は
な
く
、
關
心
は
「
上
逹
」
に
あ
る
。

朱
熹
は
そ
の
意
を
見
て
取
り
、「
致
知
」
を
「
下
學
」
に
お
い
て
進
め
る
べ
き
こ

と
を
說
く
。
そ
の
內
容
と
し
て
語
る
の
が
「
所
以
然
」
の
理
を
繰
り
﨤
し
追
究
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
原
頭
」
を
目
ざ
す
の
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
と
き

の
朱
熹
に
は
、「
所
以
然
」
の
探
究
は
「
下
學
」
の
一
貫
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
⑩
㊮
料
の
發
言
時
朞
と
內
容
か
ら
す
る
と
、
朱
熹

が
陳
淳
に
話
し
た
と
き
に
「
所
以
然
」
は
『
或
問
』
に
す
で
に
書
き
込
ま
れ
て
い

た
。「
所
以
然
」
の
探
究
を
「
下
學
」
に
位
置
づ
け
る
の
は
、
陳
淳
を
起
點
と
す

る
も
の
で
は
な
く
、「
上
逹
」
の
解
說
を
求
め
て
し
ま
う
よ
う
な
、
朱
門
に
よ
る

朱
熹
學
說
受
容
の
よ
り
廣
い
動
向
に
對
應
し
て
の
發
言
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

理
念
面
か
ら
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
社
會
的
現
場
で
父
子
と
君
臣
の
理
が
干
涉

す
る
と
き
に
理
と
理
の
閒
の
關
係
を
洞
察
す
る
こ
と
が
、「
所
以
然
」
の
視
座
の

必
要
性
と
し
て
一
つ
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
右
の
朱
熹
學
說
理
解
の
問
題
狀

況
と
も
關
わ
る
が
、「
上
逹
」「
理
一
」
を
希
求
す
る
よ
う
な
課
題
は
、
事
柄
の
性

質
上
、
わ
が
身
を
通
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
問
わ
れ
、
先
の
「
表
裏
精
粗
」
で
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
裏
精
」
の
心
の
制
御
法
と
い
っ
た
面
に
傾
く
領
域
で
あ
る
。

こ
う
し
た
領
域
で
は
身
體
的
實
踐
や
體
感
に
よ
っ
て
「
わ
か
っ
た
」
內
容
が
保
持

さ
れ
、
實
踐
知
的
に
わ
か
る
と
い
う
要
素
が
入
り
込
む
。
し
か
し
そ
う
し
た
「
わ

か
り
」
方
は
、
わ
が
身
を
通
す
こ
と
か
ら
し
て
、
と
も
す
れ
ば
自
己
中
心
化
し
や

す
く
、「
實
踐
し
て
い
る
」
感
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
實
踐
固
着
視
を
呼
ぶ
可
能



人
の
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

一
三
一

性
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
わ
か
る
內
容
が
か
え
っ
て
狹
小
に
な
る
。
本
稿
で
論
じ

る
餘
裕
は
な
い
が
、
陸
學
に
對
す
る
朱
熹
の
眼
差
し
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ

ろ
う（

（3
（

。
こ
の
問
題
に
對
し
、「
所
當
然
」
の
理
の
事
柄
が
存
立
す
る
し
く
み
が
例

え
ば
⑪
㊮
料
の
よ
う
に
把
握
で
き
れ
ば
、「
實
踐
す
べ
き
事
柄
」
の
眞
の
實
踐
に

向
か
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
理
の
探
究
を
何
故
お
こ
な
う
の
か
と
問
い
か

け
る
こ
と
は
、
實
踐
固
着
視
に
齒
止
め
を
か
け
、
そ
の
「
所
當
然
」
の
理
の
探
究

の
位
置
を
確
認
さ
せ
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
、「
所
以
然
」
の
理
の
探
究
が
「
所
當
然
」
の
理
の
探
究
か
ら
遊
離
せ
ず

こ
れ
と
セ
ッ
ト
か
つ
高
次
の
位
置
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
理
由
を
、
朱
門
の
朱

熹
學
說
理
解
に
出
來
し
て
い
る
朱
熹
晚
年
の
狀
況
面
と
理
念
面
と
か
ら
推
察
し
て

み
た
。
身
に
具
わ
る
「
一
原
」
の
「
一
理
」
の
多
樣
な
發
現
に
つ
い
て
、
人
と
の

關
係
に
關
す
る
理
知
的
理
解
か
ら
心
の
實
踐
知
的
深
化
ま
で
含
ん
で
幅
廣
く
探
究

し
「
格
物
」
の
基
本
と
な
る
の
が
、「
所
當
然
」
の
理
の
探
究
で
あ
る
。
こ
れ
に

對
し
、「
所
當
然
」
の
「
理
」
閒
で
干
涉
が
起
き
た
り
、
抽
象
的
に
「
上
逹
」
を

希
求
す
る
よ
う
な
、
理
の
探
究
の
方
向
性
を
見
失
う
事
態
に
陷
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
、「
原
頭
」
に
つ
な
が
る
高
く
廣
い
視
座
か
ら
理
の
探
究
を
位
置
づ
け
る
機

能
と
し
て
必
要
と
さ
れ
た
の
が
、「
所
以
然
」
の
理
の
探
究
と
み
ら
れ
る
。

五
　
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

　

以
上
ま
で
の
本
稿
の
論
述
の
ま
と
め
を

ね
、
題
目
の
「
學
を
爲
す
所
以
は
心

と
理
と
の
み
」
の
趣
意
を
最
後
に
考
え
た
い
。

　

本
稿
は
「
格
物
」
說
に
お
け
る
「
物
」
に
具
わ
る
理
の
特
性
に
つ
い
て
ま
ず
確

認
し
た
。「
物
」（
人
）
に
具
わ
る
理
は
「
一
つ
」
で
か
つ
「
一
原
」
の
理
で
あ
る
。

た
だ
し
そ
の
〈
一
〉
理
は
、「
物
」
が
位
置
す
る
場
や
立
場
に
應
じ
て
〈
多
〉
樣

に
發
現
し
、
二
つ
の
側
面
を
㊒
す
る
。
理
の
こ
の
特
性
は
、
文
脉
ご
と
に
說
き
方

を
異
に
し
つ
つ
、
格
物
說
以
外
の
「
理
」
說
お
い
て
も
各
所
で
言
わ
れ
る
。

　

天
地
の
め
ぐ
り
の
働
き
の
下
、「
物
」
が
生
み
な
さ
れ
、
そ
の
「
物
」
は
他
の

物
と
互
い
に
關
わ
り
交
涉
し
「
事
」
と
し
て
存
す
る
。｢

物
」
と
し
て
の
各

「
人
」
に
沿
う
と
、
そ
の
位
置
す
る
社
會
關
係
の
立
場
ご
と
に
、
各
課
題
に

應

し
、
具
わ
る
理
が
發
現
す
る
。
身
體
が
交
涉
の
基
體
と
な
り
働
き
か
け
合
う
。
そ

の
身
體
を
心
が
統
括
す
る
。
こ
こ
で
、
本
稿
冐
頭
の
①
㊮
料
を
再
度
う
か
が
お
う
。

①　

心
は
一
身
を
主

つ
か
さ
ど

る
と
雖
も
、
其
の
體
の
虛
靈
な
る
、
以
て
天
下
の
理
を

管
す
る
に
足
る
。
理
は
萬
物
に
散
在
す
と
雖
も
、其
の
用
の
微
か
で
妙
な
る
、

實
に
一
人
の
心
よ
り
外そ

と

な
ら
ず
。
初
め
よ
り
內
外
精
粗
を
以
て
し
て
論
ず
べ

か
ら
ざ
る
な
り
。

　

萬
物
に
散
在
す
る
「
理
」
は
、「
萬
事
に
應
ず
」（『
章
句
』）
る
「
理
」
と
し
て

人
の
心
に
同
じ
く
具
わ
り
（「
一
原
」
の
理
）、
つ
ま
り
わ
か
り
得
る
內
容
、
能
力

は
元
々
わ
が
身
に
具
わ
る
。
散
在
す
る
そ
う
し
た
理
の
働
き
は
「
微
」
か
で
あ
れ

ど
こ
に
も
發
現
す
る
（「
妙
」）
が
、
そ
の
こ
と
は
心
に
こ
そ
起
き
て
い
る
。
わ
が

身
と
心
こ
そ
が
理
の
働
き
を
實
現
化
す
る
媒
體
で
あ
る
。

　

理
の
多
樣
な
こ
の
發
現
を
わ
が
身
に
實
現
す
る
に
は
、
理
の
働
き
の
發
現
に
關

わ
る
「
所
當
然
」「
所
以
然
」
の
理
の
探
究
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
は
理
知
的
探
究

か
ら
體
感
を
通
し
た
實
踐
知
的
な
探
究
ま
で
の
幅
を
持
つ
。
自
身
の
理
の
發
揮
を

實
現
し
て
い
く
過
程
で
、「
主
」（
內
）
と
「
客
」（
外
）
の
關
係
が
そ
の
都
度
そ
こ

に
生
起
す
る
。
し
か
し
關
わ
り
を
持
ち
合
う
對
象
（「
物
」・
他
の
人
）
も
、
そ
の

理
を
こ
ち
ら
と
相
互
的
に
發
現
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
自
他
を
包
み
「
一
原
」
と
し
て

具
わ
る
「
理
」
か
ら
み
る
視
座
に
立
っ
た
場
合
は
、
こ
の
「
主
と
客
」
や
「
內
と

外
」
は
「
一
原
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
同
じ
で
あ
り
、
分
化
が
固
定
化
さ
れ

る
よ
う
な
事
柄
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
朱
熹
の
主
觀
に
沿
っ
た

①
の
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
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格
物
說
を
解
說
し
た
補
足
と
し
て
こ
の
一
節
を
朱
熹
が
提
起
し
た
の
は
、
朱
熹

學
說
に
對
す
る
誤
解
を
あ
ら
か
じ
め
ほ
ぐ
す
た
め
と
推
察
さ
れ
る
。
朱
熹
は
、
格

物
說
は
「
諸こ

れ

を
心
に
求
め
ず
し
て
諸
を
迹
に
求
め
、
之
を
內
に
求
め
ず
し
て
之
を

外
に
求
む
。」
と
い
う
、「
外
」
の
探
究
で
「
內
」
を
疎
か
に
す
る
「
淺
近
支
離
」

の
論
だ
と
、
自
說
へ
の
そ
の
論
難
を
想
定
す
る
。
こ
の
論
難
は
、
內
心
外
界
を
固

定
視
し
「
內
」
を
尊
重
す
る
立
場
に
立
つ
。
し
か
し
朱
熹
か
ら
す
れ
ば
、
人
は
理

を
具
え
、
わ
が
身
心
（
內
）
を
社
會
關
係
の
結
節
點
と
し
、
他
の
者
（
外
）
と
社

會
的
關
わ
り
を
常
に
持
ち
、
他
の
者
も
同
じ
く
關
わ
り
を
持
つ
。
そ
の
こ
と
に
お

い
て
、「
理
」
か
ら
す
れ
ば
內
外
は
な
く
、
學
び
と
は
、
そ
の
理
を
發
現
さ
せ
そ

の
社
會
活
動
を
實
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
視
點
か
ら
あ
り
得
る
誤
解

に
反
論
し
た
の
が
、
こ
の
補
足
の
項
で
あ
っ
た
。

　

㊟
（
１
）　
『
或
問
』
は
『
朱
子
全
書
』
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、『
四
書

章
句
集
㊟
』
は
『
新
編
諸
子
集
成
』
本
（『
大
學
章
句
』
は
以
下
、
章
句
。
中
華
書

局
、
一
九
八
三
年
）、『
朱
文
公
文
集
』（
以
下
、
文
集
）
は
『
朱
熹
文
集
編
年
評
㊟
』

本
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）、『
朱
子
語
類
』（
以
下
、
語
類
）
は
『
理

學
叢
書
』
本
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
を
使
用
。『
語
類
』
各
條
記
錄
年
の
檢

討
に
は
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」（『
田
中
謙
二
著
作
集 
第
三
卷
』
汲
古

書
院
、
二
〇
〇
一
年
。
以
下
、
田
中
書
）、『
文
集
』
の
書

・
他
の
年
次
の
檢
討
に

は
、
右
、
郭
齊
・
尹
波
編
㊟
『
編
年
評
㊟
』、
陳
來
『
朱
子
書
信
編
年
考
證
』（
上
海

人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。
以
下
、
陳
來
書
）、
束
景
南
『
朱
熹
年
譜
長
篇 

上
・

下 

增
訂
版
』（
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。
以
下
、
束
景
南
書
）
を
參

照
す
る
。『
大
學
』
の
『
章
句
』『
或
問
』
と
、『
語
類
』『
文
集
』
に
お
け
る
そ
の
引

用
の
收
集
と
比
較
に
つ
い
て
は
、
吉
原
文
昭
「
大
學
章
句
硏
究
―
そ
の
改
訂
の
跡
附

を
中
心
と
し
て
―
」（『
南
宋
學
硏
究
』
硏
文
社
、
二
〇
〇
二
年
、
所
收
。
以
下
、
吉

原
書
）
が
㊒
益
で
あ
る
。
ま
た
、
汲
古
書
院
刊
『『
朱
子
語
類
』
譯
㊟
』
の
「
大
學
」

部
分
、
卷
一
四
～
一
八
の
譯
㊟
が
完
了
し
、
一

が
可
能
と
な
っ
た
（
全
五
册
。
中

純
夫
編
）。
考
え
る
材
料
が
各
條
の
㊟
に
豐
富
に
含
ま
れ
る
。
土
田
健
次
郞
『
朱
熹

の
思
想
體
系
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
は
、
思
想
の
「
體
系
」
に
關
わ
る
問

題
を
非
常
に
細
か
く
割
っ
て
㊮
料
を
提
示
し
て
論
じ
、
㊒
益
で
あ
る
。

（
２
）　

木
下
鐵
矢
「『
事
』『
物
』『
事
物
』『
事
事
物
物
』
―
朱
熹
の
『
致
知
在
格
物
』
解

釋
を
理
解
す
る
た
め
に
―
」（『
朱
熹
哲
學
の
視
軸
―
續 

朱
熹
再
讀
』
第
六
章
。
硏
文

出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
二
〇
八
頁
以
下
、
參
照
。

（
３
）　
「
所
以
然
」
論
が
格
物
說
か
ら
退
け
ら
れ
た
と
み
る
說
が
あ
る
一
方
、
こ
の
論
が

現
行
『
或
問
』
に
書
か
れ
た
の
は
「
經
筵
講
義
」
以
降
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
歬
者

に
、
木
下
鐵
矢
『
朱
子
學
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
三
年
。）
一
九
二
頁

以
下
、
宮
下
和
大
『
朱
熹
修
養
論
の
硏
究
』（
麗
澤
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
六
年
）

第
四
章
「
修
養
論
と
し
て
の
『
所
以
然
』
說
と
そ
の
挫
折
」
が
あ
る
。
後
者
に
、
歬

揭
吉
原
書
、
溝
本
章
治
「
朱
子
晚
年
の
意
義
」（
日
本
中
國
學
會
第
七
〇
回
大
會
發

表
レ
ジ
メ
、
二
〇
一
八
年
。「
朱
子
『
所
以
然
・
所
當
然
』
考
」『
哲
學
』
第
五
五

集
、
二
〇
〇
三
年
の
發
展
考
察
）
が
あ
る
。
た
だ
し
吉
原
書
論
文
は
「
所
以
然
」
だ

け
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
い
。『
文
集
』『
語
類
』
各
條
に
お
い
て
引
用
さ
れ
た

「
或
問
」
語
を
「
經
筵
講
義
」
お
よ
び
現
『
或
問
』
と
突
き
合
わ
せ
、
か
つ
そ
の
『
語

類
』
條
の
記
錄
時
朞
を
推
測
し
、
現
『
或
問
』
の
記
述
が
（「
經
筵
講
義
」
と
現
『
或

問
』
が
重
な
る
箇
所
は
も
と
よ
り
多
い
の
だ
が
）
今
の
姿
に
落
ち
着
く
の
は
慶
元
三
、

四
年
頃
と
み
る
。
な
お
、
格
物
說
の
論
で
は
な
い
が
、
中
純
夫
「
朱
熹
の
自
欺
說
に

つ
い
て
―
最
晚
年
に
お
け
る
『
大
學
章
句
』『
大
學
或
問
』
の
改
訂
―
」（『
中
國
思

想
史
硏
究
』
第
四
三
號
、
二
〇
二
二
年
）
は
、「
經
筵
講
義
」
よ
り
現
『
或
問
』
が

後
出
で
あ
る
こ
と
を
傳
六
章
「
自
欺
」
說
の
展
開
追
究
の
中
で
精
緻
に
論
じ
る
。

（
４
）　

中
純
夫
編
『『
朱
子
語
類
』
譯
㊟ 

卷
十
六
〈
上
〉』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）



人
の
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

一
三
三

の
第
五
一
條
㊟
（
中
氏
擔
當
）「〔
補
說
２
〕「
表
裏
精
粗
」」
が
、「
表
裏
精
粗
」
を

「
表
粗
／
裏
精
」
に
分
け
て
「
所
當
然
／
所
以
然
」
の
理
を
對
應
さ
せ
る
考
察
が
み

え
る
。
こ
の
構
圖
は
、
㊟
（
３
）
宮
下
和
大
書
の
第
三
章
「『
所
當
然
』『
所
以
然
』

に
お
け
る
三
つ
の
關
係
性
」
が
、「
表
裏
精
粗
」
は
「
理
」
の
こ
と
で
は
な
い
と
す

る
の
と
す
れ
ち
が
う
。
な
お
、「
表
裏
精
粗
」
を
重
層
に
分
け
て
み
る
こ
と
は
、
吾

妻
重
二
「
重
層
的
な
知
―
朱
熹
窮
理
論
の
位
相
」（『
朱
子
學
の
新
硏
究
』
創
文
社
、

二
〇
〇
四
年
）、
參
照
。

（
５
）　

論
旨
展
開
の
紙
幅
を
確
保
す
る
た
め
に
、
譯
文
と
解
說
が
必
要
と
み
ら
れ
る
㊮
料

も
、
㊟
に
原
文
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
た
も
の
が
多
く
あ
る
。

（
６
）　

㊟
（
３
）
吉
原
書
論
文
、
溝
本
氏
大
會
發
表
、
中
氏
論
文
等
、
參
照
。

（
７
）　

全
體
に
わ
た
る
相
違
の
方
向
を
言
う
と
、「
經
筵
講
義
」
は
人
の
實
踐
志
向
に
傾
き
、

一
方
、
現
行
『
或
問
』
は
世
界
と
そ
こ
に
お
け
る
人
の
位
置
に
關
す
る
哲
學
的
な
解

說
に
傾
く
。
吉
原
書
も
指
摘
。
例
え
ば
「
天
衟
流
行
、
造
化
發
育
」
で
始
ま
る
文
脈

に
お
い
て
、『
或
問
』
が
、「
其
所
以
爲
是
物
者
、
莫
不
各
㊒
當
然
之
則
、
而
自
不
容

已
。」
と
す
る
の
に
對
し
、「
講
義
」
は
「
其
所
以
爲
是
物
者
、
莫
不
各
㊒
當
然
之
則
、

具
於
人
心
、
而
自
不
容
已
。」
と
し
、
一
方
、『
或
問
』
に
あ
る
「
極
其
大
、
則
天
地

之
運
、
古
今
之
變
、
不
能
外
也
。
盡
於
小
、
則
一
塵
之
微
、
一
息
之
頃
、
不
能
遺

也
。」
を
「
講
義
」
は
言
わ
な
い
。

　
「
所
以
然
」
の
㊒
無
は
、
現
『
或
問
』「
經
」
箇
所
に
、「
至
於
天
下
之
物
、
則
必

各
㊒
所
以
然
之
故
與
其
所
當
然
之
則
、
所
謂
理
也
。」
と
あ
り
、「
經
筵
講
義
」
は

「
至
於
物
、
則
理
之
所
在
。」
と
す
る
。
傍
線
實
線
は
「
經
筵
講
義
」
が
、
點
線
は
現

『
或
問
』
が
他
方
を
載
せ
な
い
箇
所
で
あ
る
。「
傳
五
章
」
箇
所
で
『
或
問
』
は
、「
自

其
一
物
之
中
、
莫
不
㊒
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
、
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
、
必

其
表
裏
精
粗
、
無
所
不
盡
、
而
又
益
推
其
類
以
通
之
、
～
。」
と
し
、
對
應
す
る
「
經

筵
講
義
」
は
、「
莫
不
㊒
以
見
其
所
當
然
而
自
不
容
已
者
、
而
又
從
容
反
覆
、
而
日

從
事
乎
其
閒
、
～
。」
と
す
る
。

（
８
）　

例
え
ば
『
語
類
』
卷
一
七
―
四
三
條
の
、「
莫
不
㊒
以
知
夫
所
以
然
之
故
、
與
其

所
當
然
之
則
」
を
あ
げ
る
「
郭
兄
（
郭
友
仁
）」
の
問
い
（
沈
僩
錄
。
郭
友
仁
と
の

同
席
は
慶
元
四
（
一
一
九
八

0

0

0

0

）
年
。
田
中
書
九
〇
頁
）。「
經
」
に
關
す
る
引
用
だ
が

傍
線
部
が
異
な
る
。
格
物
說
に
關
わ
る
「
所
以
然
」
の
提
示
は
、
卷
一
一
七
―
四
六

條
（
陳
淳
錄
。
慶
元
六
（
一
二
〇
〇

0

0

0

0

）
年
）
も
あ
る
。
卷
一
八
―
九
四
條
の
引
用
、

「
莫
不
㊒
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
、
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
」（
輔
廣
錄
。
紹

煕
五
年
か
ら
師
事
）
は
、
傳
五
章
に
關
わ
り
現
『
或
問
』
と
文
字
列
が
同
一
で
あ

る
。
こ
れ
を
紹
煕
五
年
（
一
一
九
四
）
と
み
る
と
㊟
（
７
）
と
齟
齬
す
る
。
慶
元
二

年
（
一
一
九
六

0

0

0

0

）
の
輔
廣
の
第
三
師
事
朞
以
降
（
田
中
書
二
七
八
頁
）
の
記
錄
と
み

る
の
が
妥
當
で
あ
る
。

（
９
）　

或
問
も
セ
ッ
ト
で
修
訂
し
た
ら
し
い
こ
と
は
、『
文
集
』
卷
五
一
「
答
黃
子
畊
（

）」

第
七
書
（
紹
煕
二
年
。
陳
來
書
三
二
五
頁
）
に
、「
近
修
大
學
此
章
或
問
頗
詳
。
今

謾
錄
去
。」
と
み
え
る
。
ま
た
『
文
集
』
卷
六
一
「
答
曾
光
祖
」
第
二
書
（
紹
煕
二

年
以
後
。
陳
來
書
三
三
七
頁
）
も
同
旨
を
述
べ
る
。

（
10
）　
『
文
集
』
卷
五
七
「
答
陳
安
卿
（
淳
）」
第
三
書
（
紹
煕
二
（
一
一
九
一
）
年
。
陳

來
書
三
三
四
頁
。
朱
熹
の
知
漳
州
離
任
の
後
）
に
、
理
を
能
然
、
必
然
、
當
然
、
自

然
に
分
け
て
分
析
し
た
末
尾
で
陳
淳
が
、「
所
以
大
學
章
句
・
或
問
論
難
處
、
惟
專

以
當
然
不
容
已
者
爲
言
、
亦
此
意
熟
則
其
餘
自
可
類
擧
矣
。」
と
論
じ
、
こ
れ
に
朱

熹
が
、「
此
意
甚
備
。
大
學
本
亦
更
㊒
所
以
然
一
句
。
後
來
看
得
且
要
見
得
所
當
然

是
要
切
處
、
若
果
得
不
容
已
處
、

自
可
默
會
矣
。」
と
答
え
る
。「
本
亦
更
㊒
～
」

を
「
も
と
は
～
も
あ
っ
た
」
と
と
る
と
〈
今
は
な
い
〉、「
本
來
は
～
も
あ
る
の
だ

が
」
と
と
る
と
〈
今
あ
る
〉
の
意
と
な
る
。『
語
類
』
卷
一
八
―
九
〇
條
、「
問
、『
或

問
云
「
天
地
鬼
神
之
變
、
鳥
獸
草
木
之
宜
、
莫
不
㊒
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
。』

所
謂
不
容
已
、
是
如
何
。」（
陳
淳
錄
。
徐
寓
同
席
。
陳
・
徐
兩
名
の
同
席
は
紹
煕
元
、

二
（
一
一
九
〇
、
一
）
年
。
田
中
書
一
四
四
頁
）
の
引
用
が
、「
自
」
字
が
な
い
以

外
は
「
經
筵
講
義
」
と
重
な
る
の
で
、
歬
者
〈
今
は
な
い
〉
の
可
能
性
が
高
い
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
三
四

筵
講
義
」
の
直
歬
の
同
年
一
〇
⺼
に
提
出
さ
れ
た
「
甲
寅
行
宮
奏
箚
二
」（『
文
集
』

卷
一
四
）
の
「
窮
理
」
を
說
く
文
脈
で
「
所
當
然
」
と
共
に
「
所
以
然
」
を
語
っ
て

お
り
、「
所
以
然
」
の
論
を
ま
っ
た
く
不
要
と
み
る
よ
う
に
轉
換
し
た
の
で
は
な
い

と
み
ら
れ
る
。
と
と
も
に
、
㊟
（
10
）
陳
宛
て
書

「
若
果
得
不
容
已
處
、

自

可
默
會
矣
。」
に
は
、「
不
容
已
」
を
つ
か
め
ば
「
所
以
然
」
の
探
究
は
わ
か
る
と
し
、

思
考
と
し
て
「
所
當
然
」
を
重
視
す
る
方
向
も
見
え
る
。

（
16
）　
「
然
則
吾
子
之
意
、
亦
可
得
而
悉
聞
之
乎
。
曰
、
吾
聞
之
也
。」
の
段
。

（
17
）　

㊟
（
16
）
の
格
物
說
の
冐
頭
、「
天
衟
流
行
、
造
化
發
育
。
凢
㊒
聲
色
貌
象
、
而

盈
於
天
地
之
閒
者
、
皆
物
也
。
既
㊒
是
物
、
則
其
所
以
爲
是
物
者
、
莫
不
各
㊒
當
然

之
則
、
而
自
不
容
已
。」
と
言
う
。「
物
」
は
「
所
以
爲
是
物
者
」
と
し
て
の
「
當
然

之
則
」
の
宿
り
先
。
す
な
わ
ち
モ
ノ
の
基
體
と
し
て
の
「
氣
」
の
生
命
的
蠢
き
と

「
理
」
と
の
複
合
態
と
し
て
、
存
在
す
る
モ
ノ
の
側
面
で
他
の
モ
ノ
と
相
關
し
、
理

の
側
面
で
も
そ
の
理
の
發
現
に
よ
り
、
相
關
の
働
き
を
常
に
行
う
。
こ
れ
が
「
事
」

で
あ
る
。「
物ぶ

つ

」
字
の
日
本
語
讀
み
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
㊟
（
３
）
木
下
鐵
矢
書

一
五
四
頁
以
下
の
論
述
、
參
照
。

（
18
）　
「
但
其
氣
質
㊒
淸
濁
偏
正
之
殊
、
物
欲
㊒
淺
深
厚
薄
之
異
。
是
以
人
之
與
物
、
賢

之
與
愚
、
相
爲
懸
絕
而
不
能
同
耳
。
以
其
理
之
同
、
故
以
一
人
之
心
、
而
於
天
下
萬

物
之
理
無
不
能
知
、
以
其
稟
之
異
、
故
於
其
理
或
㊒
所
不
能
窮
也
。
理
㊒
未
窮
、
故

其
知
㊒
不
盡
。
知
㊒
不
盡
、
則
其
心
之
所
發
、
必
不
能
純
於
義
理
、
而
無
雜
乎
物
欲

之
私
」。「
學
び
」
の
設
定
が
必
要
に
な
る
由
來
で
あ
る
。

（
19
）　

こ
の
「
萬
理
同
出
一
原
」
を
論
じ
る
四
人
同
席
の
場
面
で
朱
熹
は
、「
如
此
四
人

在
坐
、
各
㊒
這
箇
衟
理
。
某
不
用
假
借
於
公
、
公
不
用
求
於
某
。
仲
思
與
廷
秀
、
亦

不
用
自
相
假
借
。
然
雖
各
自
㊒
一
箇
理
、
又
却
同
出
於
一
箇
理
爾
。」（『
語
類
』
卷

一
八
―
二
九
條
。
部
分
。
楊
衟
夫
錄
。
同
席
者
か
ら
す
る
と
紹
煕
三
（
一
一
九
二
）

年
錄
か
。
田
中
書
一
二
八
、
一
三
三
頁
）
と
說
き
、
四
人
に
「
一
箇
の
理
」
が
各
々

特
㊒
に
具
㊒
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
一
原
」
の
同
じ
一
つ
の
理
だ
と
す
る
。

（
11
）　

歬
㊟
（
10
）
陳
淳
宛
て
書

の
「
本
亦
更
㊒
～
」
は
、
陳
の
こ
の
質
問
以
歬
の
或

問
に
「
所
以
然
」
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
反
面
で
證
す
。
ま
た
『
語
類
』
卷
一
八

―
九
二
條
に
、「
問
、『
或
問｢

物
㊒
當
然
之
則
、
亦
必
㊒
所
以
然
之
故
」、
如
何
。』」

（
周
謨
錄
。
會
面
で
の
師
事
の
下
限
が
紹
煕
二
年
の
朱
熹
の
知
漳
州
離
任
時
。
田
中

書
一
四
九
頁
）
と
、「
所
以
然
」
を
言
う
の
は
、
舊
『
或
問
』
に
「
所
以
然
」
が
な

い
と
す
れ
ば
、
古
『
或
問
』
に
據
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
12
）　
『
文
集
』
卷
五
二
「
答
吳
伯
豐
（
必
大
）」
第
二
書 

（
淳
煕
一
六
（
一
一
八
九
）
年
。

陳
來
書
二
九
一
頁
）
に
、「『
知
止
㊒
定
』
之
說
、
似
亦
未
然
。
更
以
章
句
・
或
問
求

之
爲
佳
。」
と
あ
る
。

（
13
）　
『
文
集
』
卷
五
〇
「
答
程
正
思
（
端
蒙
）」
第
一
七
書
（
淳
煕
一
四
（
一
一
八
七
）

年
。
陳
來
書
二
五
九
頁
）
に
、「
大
學
或
問
所
引
孟
子
」
句
が
あ
り
、
或
問
に
あ
た

る
も
の
が
「
大
學
或
問
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
な
お
、「
所
當
然
」
と
セ
ッ
ト
で
の

「
所
以
然
」
の
理
は
、
か
な
り
遡
る
が
朱
熹
四
十
五
歲
の
『
文
集
』
卷
四
四
「
答
江

德
功
（
默
）」
第
二
書
（
陳
來
書
一
二
四
頁
）
に
格
物
說
理
解
に
關
し
て
み
え
、
ま

た
卷
五
二
「
答
吳
伯
豐
」
第
一
書 

（
淳
煕
七
（
一
一
八
〇
）
年
。
陳
來
書
一
八
四

頁
）
に
、「
所
謂
朙
理
、
亦
曰
朙
其
所
以
然
與
其
所
當
爲
者
而
已
。」
と
み
え
る
。

（
14
）　

㊟
（
９
）
黃
及
び
曾
宛
て
書

の
、
改
訂
說
を
朱
熹
が
自
身
で
門
人
に
送
る
記

述
か
ら
す
る
と
、
學
舍
で
は
改
訂
說
が
そ
の
都
度
公
開
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
（
朱

門
人
士
が
學
舍
で
物
的
に
何
に
據
っ
て
質
問
し
て
い
た
か
も
謎
で
あ
る
）。
そ
し
て

學
舍
で
の
滯
在
を
終
え
た
門
人
が
自
分
の
居
住
地
域
に
そ
の
說
を
持
ち
歸
り
傳
え
る
。

す
る
と
そ
の
地
域
で
は
改
訂
歬
說
が
淘
汰
さ
れ
る
。
複
數
の
『
或
問
』
が
通
行
し
て

い
て
も
、
連
絡
網
の
中
に
あ
る
主
要
朱
門
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
朱
熹
學
說
は
改

訂
新
說
に
常
に
お
よ
そ
は
置
き
換
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
15
）　
「
所
當
然
」
を
重
視
す
る
の
は
、
皇
帝
は
世
界
の
あ
り
方
を
哲
學
的
に
理
解
す
る

よ
り
は
、
世
界
に
生
き
る
人
の
手
本
と
し
て
實
踐
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
た
た
め

か
。
た
だ
し
皇
帝
へ
の
講
義
と
い
う
便
法
だ
け
の
措
置
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。「
經



人
の
學
を
爲
す
所
以
は
心
と
理
と
の
み

一
三
五

原
」
の
側
面
の
よ
う
な
槪
念
に
對
應
さ
せ
置
換
す
る
の
は
、
こ
の
理
の
設
定
趣
旨
に

合
わ
な
い
。
㊟
（
４
）
宮
下
和
大
書
「『
所
當
然
』『
所
以
然
』
に
お
け
る
三
つ
の
關

係
性
」
は
、
先
行
硏
究
の
「
所
以
然
」
の
理
の
扱
い
の
問
題
點
を
論
じ
る
。
な
お

『
語
類
』
卷
一
八
―
九
四
條
に
、「
廣
曰
、
大
至
於
隂
陽
造
化
、
皆
是
所
當
然
而
不
容

已
者
。
所
謂
太
極
、
則
是
所
以
然
而
不
可
易
者
。
曰
、
固
是
。
人
須
是
～
」（
輔
廣

錄
）
と
、「
所
以
然
」
に
「
太
極
」
を
あ
て
る
語
が
『
語
類
』
に
唯
一
あ
る
が
、
こ

れ
は
「
天
地
閒
の
造
化
」
を
論
じ
「
陰
陽
造
化
」
を
語
る
延
長
で
「
太
極
」
に
及
ん

だ
も
の
で
「
所
以
然
」
を
「
太
極
」
に
槪
念
と
し
て
置
換
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
26
）　

㊟
（
４
）
諸
論
の
、「
表
粗
」「
裏
精
」
に
分
け
て
考
察
す
る
と
い
う
構
圖
、
參
照
。

「
表
裏
精
粗
」
論
は
、
中
心
的
に
は
『
語
類
』
卷
一
六
―
五
一
～
五
八
條
に
み
え
る
が
、

「
表
裏
精
粗
」
と
「
所
當
然
」「
所
以
然
」
の
二
層
の
理
の
探
究
と
の
對
應
は
、
事
柄

ご
と
に
內
容
が
異
な
る
よ
う
に
み
え
る
。

（
27
）　
「
理
一
分
殊
」
で
言
え
ば
、「
分
殊
」
中
に
「
所
當
然
」
を
探
究
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。「
或
問
『「
理
一
分
殊
」』。
曰
、『
聖
人
未
嘗
言
「
理
一
」、
多
只
言
「
分
殊
」。

蓋
能
於
「
分
殊
」
中
、
事
事
物
物
、
頭
頭
項
項
、
理
會
得
其
當
然
、
然
後
方
知
理
本

一
貫
。
不
知
萬
殊
各
㊒
一
理
、
而
徒
言
「
理
一
」、
不
知
「
理
一
」
在
何
處
。』」（『
語

類
』
卷
二
―
七
四
一
條
。
董
銖
錄
）。

（
28
）　

こ
こ
で
言
う
「
實
踐
知
」
に
つ
い
て
は
、
市
來
「
朱
熹
に
お
け
る
四
書
㊟
釋
の

『
說
朙
』
と
實
踐
知
の
所
在
」（『
中
國
思
想
史
硏
究
』
第
三
九
號
、
二
〇
一
八
年
）、

特
に
そ
の
㊟
（
２
）、
參
照
。

（
29
）　

例
え
ば
㊟
（
11
）
歬
揭
、『
語
類
』
卷
一
八
―
九
二
條
（
周
謨
錄
。
質
問
は
古
『
或

問
』
に
據
る
と
み
ら
れ
る
）
の
質
問
に
對
す
る
朱
熹
の
說
朙
に
、「
如
事
親
當
孝
、

事
兄
當
弟
之
類
、
便
是
當
然
之
則
。
然
事
親
如
何
却
須
要
孝
、
從
兄
如
何
却
須
要
弟
。

此

所
以
然
之
故
。」
と
言
う
。

（
30
）　

本
條
の
後
文
で
、
讀
書
に
つ
い
て
、「
看
來
看
去
、
二
十
番
三
十
番
、
便
自
見
得

衟
理
㊒
穩
處
。
不
可
才
看
一
段
、
便
就
這
一
段
上
要
思
量
到
極
、
要
尋
見
原
頭
處
。」

（
20
）　

理
の
「
流
行
」
に
つ
い
て
は
、
藤
井
倫
朙｢

『
流
行
』
す
る
『
理
』
―
朱
熹
の

『
理
』
再
考｣

（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
一
集
、
二
〇
〇
九
年
）、
參
照
。

（
21
）　

具
わ
る
理
と
太
極
論
の
「
一
太
極
」
と
を
直
結
さ
せ
て
語
る
『
語
類
』
條
も
あ
る
。

「
問
、「（
或
問
の
）『
天
衟
流
行
、
發
育
萬
物
』、『
人
物
之
生
、
莫
不
得
其
所
以
生
者

以
爲
一
身
之
主
』、
是
此
性
隨
所
生
處
便
在
否
。」
曰
、「
一
物
各
具
一
太
極
。」（『
語

類
』
卷
一
八
―
七
七
條
。
部
分
。
甘
節
錄
）。

（
22
）　
「
仁
說
」
冐
頭
部
を
以
下
に
示
す
。「
天
地
以
生
物
爲
心
者
也
。
而
人
・
物
之
生
、

又
各
得
夫
天
地
之
心
以
爲
心
者
也
。
故
語
心
之
德
、
雖
其
總
攝
貫
通
、
無
所
不
備
。

然
一
言
以
蔽
之
、
則
曰
仁
而
已
矣
。
請
試
詳
之
、
蓋
天
地
之
心
、
其
德
㊒
四
、
曰
元

亨
利
貞
。
而
元
無
不
統
其
運
行
焉
、
則
爲
春
夏
秋
冬
之
序
、
而
春
生
之
氣
無
所
不
通
。

故
人
之
爲
心
、
其
德
亦
㊒
四
、
曰
仁
義
禮
智
、
而
仁
無
不
包
。
其
發
用
焉
、
則
爲
愛

恭
宜
别
之
情
、
而
惻
隱
之
心
無
所
不
貫
。
故
論
天
地
之
心
者
、
則
曰
乾
元
坤
元
、
則

四
德
之
體
用
、
不
待
悉
數
而
足
。
論
人
心
之
妙
者
、
則
曰
仁
人
心
也
、
則
四
德
之
體

用
、
亦
不
待
遍
擧
而
該
」。

（
23
）　

㊮
料
の
量
の
問
題
も
あ
る
が
、
二
程
は
「
渾
然
」
を
あ
ま
り
言
わ
な
い
。
朱
熹
の

「
渾
然
」
の
多
用
は
理
の
「
一
原
」
を
朙
言
す
る
こ
と
と
對
應
し
よ
う
。
な
お
、「
聖

人
」
に
つ
い
て
「
渾
然
」
と
言
う
（
㊟
（
１
）
土
田
健
次
郞
書
二
五
七
頁
以
下
）
の

も
、
理
の
「
一
原
」
朙
言
に
對
應
す
る
こ
と
で
興
味
深
い
。

（
24
）　

朱
熹
に
お
け
る
「
理
一
分
殊
」
の
擴
張
使
用
の
多
樣
な
型
に
つ
い
て
は
、
陳
來

『
朱
子
哲
學
硏
究
』
第
五
章
「
理
一
分
殊
」（
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
。
舊
版
一
九
八
八
年
）、
程
頤
の
「
理
一
分
殊
」
が
朱
熹
の
說
に
變
化
す
る
過
程
は
、

市
川
安
司
、
大
濱
晧
氏
ら
邦
文
先
行
硏
究
の
所
在
も
含
め
、
市
來
「
朱
熹
に
お
け
る

『
理
一
分
殊
』
の
風
景
」（
中
嶋
先
生
退
休
記
念
事
業
會
編
『
中
國
の
思
想
世
界
』
イ

ズ
ミ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
所
收
）、
參
照
。

（
25
）　
「
所
以
然
」
の
理
は
「
所
當
然
」
に
對
し
高
次
に
位
置
す
る
が
（
後
述
⑩
）、「
所

當
然
」
の
理
か
ら
こ
れ
を
切
離
し
、「
一
理
」「
太
極
」「
理
一
」
と
い
っ
た
理
の
「
一



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
三
六

社
、
二
〇
〇
二
年
、
所
收
）、
參
照
。
そ
の
他
、「
下
學
上
逹
」
に
類
す
る
『
論
語
』

の
話
柄
と
し
て
、「
曾
子
一
貫
」（
里
仁
）、「
子
夏
門
人
小
子
」（
子
張
）
な
ど
が
あ
る
。

（
35
）　

例
え
ば
、「
格
物
」
に
關
わ
っ
て
陸
九
淵
を
論
難
す
る
次
の
朱
熹
の
語
、
參
照
。

『
章
句
』
傳
五
章
「
補
傳
」
の
「
已
知
之
理
」
と
「
其
極
」
を
問
う
門
人
に
對
し
、

「（
表
裏
精
粗
の
）
表
裏
」
や
「
大
小
」
の
ど
こ
か
に
偏
ら
ず
、
す
べ
て
缺
落
が
な
い

よ
う
に
す
べ
き
と
し
て
朱
熹
は
、「
且
如
陸
子
靜
說
、『
良
知
良
能
』、『
四
端
根
心
』、

只
是
他
弄
這
物
事
。
其
他
有
合
理
㑹
者
、
渠
理
㑹
不
得
、
却
禁
人
理
㑹
（
陸
氏
は

「
裏
」
ば
か
り
で
、「
表
」
の
大
事
な
課
題
に
は
取
り
組
ま
ず
、
意
識
的
に
缺
落
さ
せ

る
と
の
意
）。
鵝
湖
之
㑹
、
渠
作
詩
云
、『
易
簡
工
夫
終
久
大
』。
彼
所
謂
『
易
簡
』
者
、

苟
簡
容
易
爾
。
全
看
得
不
子
細
。（
以
下
、『
易
』「
易
簡
」
語
に
關
す
る
朱
熹
が
み

て
と
る
解
說
）」
と
言
う
（『
語
類
』
卷
一
六
―
五
二
條
。
萬
人
傑
錄
。
吉
原
書
六
六

四
頁
か
ら
す
る
と
古
『
或
問
』
期
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
）。

（
36
）　

主
客
關
係
の
中
で
見
る
と
い
う
こ
と
と
、
主
客
か
ら
離
れ
「
理
」
か
ら
見
る
と
い

う
同
時
兩
樣
の
視
點
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
理
雖
散
在
萬
物
、
而
其
用
之
微
妙
、
實

不
外
乎
一
人
之
心
。」
を
問
わ
れ
、
言
い
澱
み
な
が
ら
も
三
度
目
の
說
朙
で
、「
此
是

以
身
爲
主
、
以
物
爲
客
、
故
如
此
說
。
要
之
、
理
之
在
物
與
在
吾
身
、
只
一
般
。」

（『
語
類
』
卷
一
八
―
九
七
條
。
呂
燾
錄
）
と
說
く
朱
熹
の
語
を
參
照
。

〔
補
㊟
〕
本
稿
提
出
直
後
に
、
中
純
夫
氏
「
致
知
・
誠
意
と
眞
知
―
朱
熹
愼
獨
說
の
再
檢

討
―｣

（『
陽
朙
學
』
第
三
三
號
、
二
〇
二
三
年
三
⺼
）
を
拜
受
、
拜
讀
し
た
。
八
條
目
の

致
知
と
誠
意
の
關
係
を
精
緻
に
追
跡
し
た
秀
逸
な
雄
編
で
あ
る
。
本
稿
第
四
節
の
「
表
裏

精
粗
」
論
と
話
柄
が
重
な
る
箇
所
が
あ
り
、
か
つ
「
誠
意
」
說
の
組
立
を
說
く
廣
い
視
點

か
ら
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
る
。
た
だ
時
閒
と
紙
幅
の
制
約
の
た
め
對
應
が
困
難
な
の
で
、

本
稿
は
當
初
の
內
容
の
ま
ま
發
表
す
る
。
讀
者
と
中
氏
に
ご
寬
恕
を
請
う
。

と
言
い
、
二
、
三
十
回
考
え
る
先
に
「
原
頭
」
を
想
定
す
る
。

（
31
）　
「
原
頭
」
や
「
天
」「
天
理
」
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
所
以
然
」

の
理
の
探
究
が
向
か
う
方
向
は
、
君
の
仁
愛
や
父
の
慈
な
ど
の
事
柄
の
理
が
成
立
す

る
し
く
み
の
探
究
、
そ
し
て
そ
の
し
く
み
の
發
現
の
し
く
み
が
誰
に
も
存
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
一
原
」
の
理
が
わ
が
身
に
內
在
し
そ
の
働
き
が
「
易
ふ
べ
か
ら
ざ
」
る

こ
と
と
し
て
各
事
柄
に
沿
っ
て
發
現
す
る
こ
と
の
、
深
い
認
識
と
い
っ
た
こ
と
に
な

ろ
う
。
な
お
「
原
頭
」
の
檢
討
は
本
稿
に
收
ま
ら
な
い
た
め
、
別
稿
を
朞
し
た
い
。

（
32
）　
「
所
當
然
」
と
セ
ッ
ト
で
は
な
い
が
、
程
子
が
提
起
し
た
こ
と
に
據
る
、「
天
地
」

の
「
高
厚
・
高
深
」
な
る
「
所
以
」
の
追
究
を
朱
熹
が
朱
門
に
求
め
る
『
語
類
』
の

條
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
に
對
す
る
朱
熹
の
說
朙
は
、
例
え
ば
「
蓋
天
只
是
氣
、
非
獨

是
高
。
只
今
人
在
地
上
、
便
只
見
如
此
高
。
要
之
、
他
連
那
地
下
亦
是
天
。
天
只
管

轉
來
旋
去
、
天
大
了
。
故
旋
得
許
多
渣
滓
在
中
閒
。
世
閒
無
一
箇
物
事
恁
地
大
、
故

地
恁
地
大
。
地
只
是
氣
之
渣
滓
、
故
厚
而
深
。」（
卷
一
八
―
一
七
條
。
楊
衟
夫
錄
）

と
、
具
體
的
と
い
う
意
味
で
や
は
り
わ
か
り
や
す
い
說
朙
を
す
る
。

（
33
）　

㊟
（
３
）
宮
下
和
大
書
「
修
養
論
と
し
て
の
『
所
以
然
』
說
と
そ
の
挫
折
」
の

「
四 

『
所
以
然
』
說
に
對
す
る
朱
熹
の
危
惧
」
は
、「
所
以
然
」
の
探
究
が
「
所
當

然
」
の
理
の
探
究
か
ら
遊
離
す
る
と
單
な
る
說
朙
に
止
ま
る
危
險
性
が
あ
る
こ
と
を

提
起
し
㊒
益
で
あ
る
。
た
だ
「
所
以
然
」
の
內
容
を
說
く
⑪
㊮
料
は
氏
が
指
す
「
後

年
」（
＝
紹
煕
五
年
）
よ
り
後
の
も
の
で
あ
り
、
朱
熹
は
寧
ろ
熱
心
に
說
朙
す
る
。

（
34
）　
「
曾
點
言
志
」
は
、
孔
子
が
門
人
に
各
々
の
志
を
言
わ
せ
、
曾
點
が
春
の
遊
行
を

語
り
、
孔
子
が
「
吾
は
點
に
與く

み

せ
ん
」
と
語
る
『
論
語
』
先
進
篇
の
話
。
嚴
世
文
、

字
時
亨
、
臨
江
軍
の
人
が
こ
の
話
を
論
じ
（『
文
集
』
卷
六
一
「
答
嚴
時
亨
」
二
所

引
嚴
書
第
二
問
目
が
そ
の
內
容
を
反
映
す
る
か
。
慶
元
二
（
一
一
九
六
）
年
。
陳
來

書
四
一
一
頁
）、
そ
れ
を
見
た
陳
淳
が
「
與
點
說
」
を
書
い
て
朱
門
の
「
長
者
」
に

送
り
、
廖
德
朙
ら
が
反
應
し
、
朱
門
の
理
解
に
朱
熹
が
危
惧
を
覺
え
た
。
市
來
「
廖

德
朙
―
福
建
朱
熹
門
人
從
學
の
一
樣
態
―
」（『
朱
熹
門
人
集
團
形
成
の
硏
究
』
創
文




